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今回の定例会今回の定例会

３月

６月

12月

９月

　
（町ホームページ／土庄町議会）（録画配信の視聴）

～ ３年ぶりの開催 冬空のもとで颯爽と ～

令和
５年　２月発行　 ２………………………12月定例会を開催しました

6……………………………令和３年度決算を認定

９…………………………………委員会の活動報告

11……………一般質問（６人の議員が町政を問う）
18………まちの元気印（オリーブの島児童合唱団）
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令
和
４
年
　
土
庄
町
議
会

12
月
定
例
会
議
案

審
議

　
12
月
定
例
会
は
12
月
15
日
に
開
会
し
、
12
月
22
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
専
決
処
分
１
件
、
補
正
予

算
４
件
、
条
例
２
件
、
規
約
関
係
２
件
、
契
約
２
件
が
提
出
さ
れ
、
専
決
処
分
と
規
約
関
係
を
除
く

議
案
は
委
員
会
付
託
に
よ
る
審
査
を
経
て
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
発

議
に
よ
る
特
別
委
員
会
の
設
置
１
件
を
否
決
、
継
続
審
査
と
し
て
い
た
請
願
１
件
を
否
決
、
意
見
書

１
件
を
否
決
、
そ
の
他
動
議
等
を
可
決
し
ま
し
た
。
９
月
定
例
会
で
設
置
し
た
決
算
特
別
委
員
会
に

付
託
さ
れ
て
い
た
令
和
３
年
度
各
会
計
決
算
は
、
全
て
の
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
６
人
の
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

物価高騰対策支援に係る
　　　　　　補正予算などを可決

～主な補正予算の内容～

非課税世帯等に対して、価格高騰
対策として支援金を給付
非課税世帯等に対して、価格高騰
対策として支援金を給付

1735
万円

1億
5301
万円

670
万円

18歳以下の子育て世帯に対して、
児童１人につき１万円を支給
18歳以下の子育て世帯に対して、
児童１人につき１万円を支給

7272
万円

物価高騰等で厳しい状況にある
町内事業者の営業継続を支援
物価高騰等で厳しい状況にある
町内事業者の営業継続を支援

少子化対策として、伴走型相談支援
と経済的支援を行う費用
少子化対策として、伴走型相談支援
と経済的支援を行う費用

令和４年度一般会計補正予算（第４号及び第５号）
3億1990万9千円の増額

総額 99億2025万1千円

本
会
議
で
の
討
論

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

　
　
　 

福
本
耕
太
議
員

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

使
用
す
る
た
め
の
整
備
費
用

に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
に
反
対
す
る
立
場
か
ら

反
対
。

　
　
　 

濵
野
議
員

　
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
可

決
す
べ
き
と
決
し
て
い
る
の

で
賛
成
す
る
。

　
　
　 

鈴
木
議
員

　
先
頃
も
、
３
万
５
千
人
分

の
情
報
漏
洩
が
あ
っ
た
と
報

道
さ
れ
た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
危
険
性
は
解
消
さ
れ
て
い

な
い
の
で
関
連
予
算
に
反
対
。

反
対

反
対

賛
成

付
託
審
査
で
の
主
な
質
疑

職
員
用
Ｐ
Ｃ
の
更
新

《
濵
野
》
一
度
に
多
く
の
台

数
を
購
入
す
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、次
の
更
新
時
期
な
ど
、

計
画
的
に
考
え
て
い
る
か
。

《
総
務
課
》
今
回
は
、
古
い

Ｐ
Ｃ
を
50
台
入
れ
替
え
る
。

財
政
負
担
を
考
慮
し
て
、
計

画
的
に
更
新
作
業
を
行
っ
て

い
く
。

財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
の
改
修

《
鈴
木
》
見
え
る
化
の
た
め

の
シ
ス
テ
ム
改
修
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

《
企
画
財
政
課
》
総
務
省
主

導
の
下
、
全
国
の
自
治
体
の

単
独
事
業
経
費
を
把
握
す
る

た
め
に
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム

を
改
修
す
る
も
の
だ
。

第
一
次
産
業
Ｐ
Ｒ
動
画
作
成

《
鈴
木
》
動
画
の
発
信
方
法

は
。

《
農
林
水
産
課
》
島
外
イ
ベ

ン
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

活
用
す
る
。

《
濵
野
》
作
成
に
あ
た
り
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
協

力
は
ど
う
か
。

《
農
林
水
産
課
》
島
内
業
者

に
委
託
す
る
予
定
だ
が
、
隊

員
に
も
作
成
に
関
わ
っ
て
も

ら
い
た
い
と
思
う
。

こ
ど
も
園
内
で
の
使
用
済
み

紙
お
む
つ
処
分

《
井
藤
》
事
業
開
始
は
い
つ

か
。

《
教
育
総
務
課
》
12
月
中
に

整
備
し
、
１
月
か
ら
実
施
す

る
計
画
だ
。

不
育
症
治
療
費
助
成

《
福
本
耕
太
》
助
成
対
象
と

し
て
「
町
税
を
完
納
し
て
い

る
こ
と
」
と
あ
る
が
、
分
納

し
て
い
る
場
合
は
対
象
に
な

る
か
。

《
健
康
福
祉
課
》
助
成
対
象

と
す
る
。

不採択「香川県主要農作物等の種子条例の制定を求める意見書」の提出を求める請願

賛
成

　
種
子
は
食
料
の
根
幹
に
か
か
わ
る
大
事
な
も
の

だ
。
安
全
安
心
・
安
定
供
給
が
大
前
提
で
、
経
済

の
原
理
に
引
き
ず
ら
れ
て
は
い
け
な
い
。
主
要
作

物
を
守
る
た
め
に
種
子
条
例
は
必
須
で
あ
る
。

鈴
木
議
員

※要旨等は議会だより第 89号に掲載。

　
２
回
の
勉
強
会
に
参
加
し
、
県
の
対
応
状
況
を

確
認
し
た
。
精
査
し
た
結
果
、
現
状
で
条
例
の
制

定
を
求
め
る
こ
と
は
必
要
な
い
。

反
対
井
上
議
員

　
種
子
法
廃
止
後
、
県
は
要
領
及
び
細
則
で
対
応

し
て
い
る
。
現
場
等
か
ら
問
題
が
起
き
て
い
る
と

の
話
は
聞
い
て
い
な
い
。

反
対
福
本
達
雄
議
員

　
農
業
者
等
へ
の
確
認
や
勉
強
会
を
通
し
、
種
子

を
管
理
、
継
承
し
て
い
く
こ
と
の
大
変
さ
は
理
解

し
た
。
し
か
し
、
県
は
種
子
法
廃
止
前
の
方
針
を

変
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
種
子
条
例
の
具

体
的
な
必
要
性
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
公
的
資
金
の

不
安
等
の
今
後
に
関
し
て
は
、
種
苗
法
に
則
り
対

応
す
る
の
が
現
実
的
と
考
え
る
。

反
対
濵
野
議
員

　
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
た
い
へ
ん
難
し
い
問
題
で

あ
る
。
日
本
の
農
業
を
守
る
こ
と
が
原
点
で
あ
り
、

他
府
県
で
も
意
見
書
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の

で
賛
成
す
る
。

大
野
議
員

賛
成

賛
成

　
種
子
法
の
廃
止
は
、
低
い
食
料
自
給
率
を
さ
ら

に
引
き
下
げ
る
危
険
性
が
あ
る
。
特
に
、
わ
が
国

の
食
料
主
権
が
ア
メ
リ
カ
農
業
資
本
に
侵
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
、
条
例
の
制
定
は
、
県
と
し
て
食

の
安
全
を
保
障
す
る
役
割
を
持
つ
。

福
本
耕
太
議
員

討
　論

否決反撃能力（敵基地攻撃能力）保有の中止を求める意見書

賛
成

　
こ
の
議
会
で
も
、
ロ
シ
ア
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
に
対
し
て
戦
争
反
対
の
決
議
を
し
た
。
戦

争
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
憲
法
９
条
の
も
と
、

平
和
を
追
求
す
る
こ
と
が一番
正
し
い
道
で
あ

る
。
敵
基
地
攻
撃
論
に
つ
い
て
は
、
納
得
が

い
か
な
い
。

大
野
議
員

提出者：鈴木美香　賛成者：福本耕太、大野一行

　
専
守
防
衛
の
立
場
は
崩
し
て
い
な
い
。
ま

た
、
防
衛
の
装
備
に
つ
い
て
は
国
会
の
場
で

討
論
す
る
べ
き
。

《
濵
野
》「
専
守
防
衛
を
根
幹
か
ら
破
壊
す
る
」

と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
事
実
が
あ
っ
た

の
か
。

《
鈴
木
》
相
手
国
の
中
心
ま
で
届
く
攻
撃
能
力

を
保
有
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
先
制
攻
撃
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

反
対
濵
野
議
員

賛
成

　
日
本
国
内
の
米
軍
基
地
が
攻
撃
さ
れ
る
と

判
断
し
た
場
合
、
他
国
か
ら
攻
撃
を
受
け
て

い
な
く
て
も
先
制
攻
撃
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
と
首
相
は
は
っ
き
り
言
っ
て
い
る
。
こ
の

点
で
専
守
防
衛
を
壊
す
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
物
価
が
上
が
っ
て
多
く
の
国
民
が

苦
し
ん
で
い
る
中
、
軍
事
費
を
増
や
し
、
国

民
を
飢
え
さ
せ
て
戦
争
の
準
備
を
す
る
の
は

ば
か
げ
て
い
る
。

福
本
耕
太
議
員

質
　疑

討
　論
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付
託
審
査
で
の
主
な
質
疑

職
員
用
Ｐ
Ｃ
の
更
新

《
濵
野
》
一
度
に
多
く
の
台

数
を
購
入
す
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、次
の
更
新
時
期
な
ど
、

計
画
的
に
考
え
て
い
る
か
。

《
総
務
課
》
今
回
は
、
古
い

Ｐ
Ｃ
を
50
台
入
れ
替
え
る
。

財
政
負
担
を
考
慮
し
て
、
計

画
的
に
更
新
作
業
を
行
っ
て

い
く
。

財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
の
改
修

《
鈴
木
》
見
え
る
化
の
た
め

の
シ
ス
テ
ム
改
修
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

《
企
画
財
政
課
》
総
務
省
主

導
の
下
、
全
国
の
自
治
体
の

単
独
事
業
経
費
を
把
握
す
る

た
め
に
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム

を
改
修
す
る
も
の
だ
。

第
一
次
産
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Ｒ
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画
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成
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木
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の
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濵
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。
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島
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に
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、
隊

員
に
も
作
成
に
関
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て
も

ら
い
た
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と
思
う
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ど
も
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内
で
の
使
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済
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《
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は
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、
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。
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。
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の
中
心
ま
で
届
く
攻
撃
能
力

を
保
有
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
先
制
攻
撃
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

反
対
濵
野
議
員

賛
成

　
日
本
国
内
の
米
軍
基
地
が
攻
撃
さ
れ
る
と

判
断
し
た
場
合
、
他
国
か
ら
攻
撃
を
受
け
て

い
な
く
て
も
先
制
攻
撃
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
と
首
相
は
は
っ
き
り
言
っ
て
い
る
。
こ
の

点
で
専
守
防
衛
を
壊
す
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。

　
ま
た
、
物
価
が
上
が
っ
て
多
く
の
国
民
が

苦
し
ん
で
い
る
中
、
軍
事
費
を
増
や
し
、
国

民
を
飢
え
さ
せ
て
戦
争
の
準
備
を
す
る
の
は

ば
か
げ
て
い
る
。

福
本
耕
太
議
員

質
　疑

討
　論
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可決福本耕太議員の発言の取消及び謝罪を求める動議

賛
成

【趣旨】
　令和４年１２月１５日の本会議において、福本耕太議員が三木議員について言及
した発言は事実誤認であるので、当該発言の取消と謝罪を求める。

提出者：三木俊明

【結果】
　本動議は可決され、福本耕太議員に発言の取消と謝罪を求めることが決定した。
（※本動議の可決をもって、ただちに発言が取り消されるものではない。）

　動議が可決されたことを受けて議会運営委員会を開催し、発言を取り消すこ
との可否及び発言取消箇所を議論しました。

　福本耕太議員に、自らの申し出により発言の取消及び謝罪をする意思がある
か確認したところ、その意思は無いとのことでありました。
　よって、地方自治法第１２９条第１項の規定に基づき、議長から当該発言の取
消を命じました。

　両議員の説明それぞれに納得できるところがあった。しかし、この
ようなことを議会に上げて大事にするのには疑問がある。

【福本耕太議員による弁明】
　事実誤認はしていないので、発言の取消や謝罪をする必要はない。

【討論】

　
本
ペ
ー
ジ
の
内
容
は
、
議
員
の
名
誉
に
係
る
こ
と
で
す
。
発
言
を
皆
さ

ま
に
正
確
に
お
伝
え
す
る
た
め
、
簡
略
化
し
た
概
要
の
み
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。（
２
日
目
、
12
月
22
日
会
議
録
全
文
1
2
3
ペ
ー
ジ
）

　※

三
木
議
員
が
指
摘
し
た
福
本
耕
太
議
員
の
発
言
箇
所
に
つ
い
て
は
、

発
言
の
取
消
を
命
じ
た
た
め
、
公
開
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。（
1
日
目
、
12
月

15
日 
会
議
録
全
文
40
ペ
ー
ジ 

）反
対

鈴
木
議
員

　三木議員の趣旨説明のとおりであり、議会で取り上げるべきだ。
井
藤
議
員

発言取消内容の検討

発言の取消

　
三
木
議
員
か
ら
処
分
要
求
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
福
本
耕
太
議
員
か
ら
処
分
要
求
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

※

処
分
要
求
と
は
（
地
方
自
治
法
第
１
３
３
条
）

　
本
会
議
又
は
委
員
会
で
他
の
議
員
か
ら
侮
辱
を

受
け
た
議
員
は
、
議
会
に
訴
え
て
処
分
（
懲
罰
）

を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　本
件
は
同
日
に
設
置
さ
れ
た
懲
罰
特
別
委
員
会
に

付
託
さ
れ
、継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。
委
員
会
で
は
、

本
件
に
関
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
議
員
に
懲
罰
を
科
す
べ
き

か
否
か
、
科
す
べ
き
場
合
は
い
ず
れ
の
懲
罰
を
科
す
か

を
審
査
し
ま
す
。

　※

懲
罰
の
種
類
　①
公
開
の
議
場
に
お
け
る
戒
告
、 

②
公
開
の
議
場
に
お
け
る
陳
謝
、 

③一定
期
間
の
出
席

停
止
、 

④
除
名

福
本
耕
太
議
員
に
対
す
る
処
分
要
求
の
件

　
　
提
出
者
：
三
木
俊
明

【
趣
旨
】

　先
の
福
本
耕
太
議
員
の
発
言
は
私
へ
の
侮
辱
に
あ
た
る
。

【
福
本
耕
太
議
員
の
弁
明
】

　三
木
議
員
の
主
張
は
事
実
で
は
な
い
。

継続
審査

三
木
議
員
に
対
す
る
処
分
要
求
の
件

提
出
者
：
福
本
耕
太

【
趣
旨
】

　三
木
議
員
に
よ
る
処
分
要
求
は
私
へ
の
侮
辱
に
あ
た
る
。

【
三
木
議
員
の
弁
明
】

　会
議
規
則
に
則
り
、
粛
々
と
議
論
し
、
決
定
い
た
だ

き
た
い
。

継続
審査

「福本耕太議員の発言の取消及び謝罪を求める動議」→「福本耕太議員に対する処分要求の件」
→「三木議員に対する処分要求の件」の順に議事が進みました。

本ページでは、12月定例会で行われた懲罰等に関することを掲載しています。
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自治功労表彰 議
会
の
動
き

　
令
和
４
年
10
月
22
日
〜
令
和
5
年
１
月
21
日

　
　
　
総
務
建
設
常
任
委
員
会

　　
　
　
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

30
日
　
小
豆
島
中
央
病
院
企
業
団
議
会
臨
時
会

14
日
　
小
豆
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
臨
時
会

15
日
　
香
川
県
広
域
水
道
企
業
団
議
会
定
例
会

28
日
　
香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
定
例
会

　
　
　
総
務
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

２
日
　
小
豆
郡
町
議
会
議
長
会
定
例
会

８
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
１２
月
定
例
会
本
会
議

　
　
　
総
務
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
１２
月
定
例
会
本
会
議

22
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　　
　
　
全
員
協
議
会

　　
　
　
懲
罰
特
別
委
員
会

23
日
　
小
豆
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会
定
例
会

12
日
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

19
日
　
懲
罰
特
別
委
員
会

１月 12月 10月
30
日⎩－⎨－　⎧ ⎩⎨⎧

24
日⎩⎨⎧

15
日⎩⎨⎧

11月

　10
月
13
日
に
井
上

正
清
議
員
が
、
20
年

に
わ
た
り
地
域
の
振

興
発
展
に
顕
著
な
功

労
が
あ
っ
た
と
し

て
、
四
国
地
区
町
村

議
会
議
長
会
か
ら
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

【
自
治
功
労
者
】
井
上
正
清
議
員

否決前町長による不正・背信行為等を調査する特別委員会の設置

賛
成

　
前
町
長
の
問
題
は
談
合
事
件
だ
け
で
は
な
い
。
独
断
専
行
の
よ
う
な
事
業
が
多
々
見
受
け
ら

れ
、
そ
れ
ら
は
今
な
お
、
町
行
政
に
負
担
を
強
い
て
い
る
。
不
透
明
で
疑
問
を
持
た
れ
る
町
運

営
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
す
る
た
め
に
も
調
査
す
べ
き
。

鈴
木
議
員

【提案理由】
　前町長による不正・背信行為等を調査するべきであり、議会が独自に調査、報告、再発防止策を提案し、
確立することは、議会の責任である。また、公務員法に基づく行政運営の徹底と、行政の歪みを正す具体策、
再発防止策を講じるためにも、本委員会を設置しようとするものである。

提出者：福本耕太 　賛成者：鈴木美香、大野一行

《
三
木
》
目
的
は
前
町
長
に
関
す
る
何
ら
か
の
結
論
付
け
か
、
又
は
行
政
の
事
務
執
行
に
関
す

る
精
査
な
の
か
。

《
福
本
耕
太
》
前
町
長
の
違
法
行
為
等
を
調
査
し
、
住
民
に
報
告
し
、
再
発
防
止
策
を
出
す
こ

と
だ
。

《
三
木
》
本
委
員
会
設
置
根
拠
で
あ
る
地
方
自
治
法
第
98
条
第
１
項
で
は
、
行
政
の
事
務
執
行

に
関
す
る
調
査
し
か
で
き
な
い
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

《
福
本
耕
太
》
提
案
し
て
い
る
特
別
委
員
会
で
調
査
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
な
ぜ
、
町
長
の
不
正

に
対
し
て
調
査
す
る
権
限
が
な
い
と
言
わ
れ
る
の
か
理
解
が
で
き
な
い
。
議
会
と
し
て
ま
ず
第一

歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
目
的
だ
。

　
総
務
建
設
常
任
委
員
会
で
審
議
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
近
々
第
三
者
委
員
会
か

ら
の
答
申
も
出
る
。
そ
れ
を
基
に
各
議
員
の
意
見
を
出
し
、
精
査
を
進
め
る
べ
き
。

反
対
濵
野
議
員

　
官
製
談
合
事
件
に
つ
い
て
は
、
行
政
側
は
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

過
去
の
議
会
で
チ
ェッ
ク
す
べ
き
こ
と
が
で
き
な
い
ま
ま
事
件
に
至
っ
た
。
議
会
が
本
来
の
チ
ェッ

ク
機
関
と
し
て
働
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

大
野
議
員

賛
成

賛
成

　
総
務
建
設
常
任
委
員
会
で
や
る
べ
き
と
言
っ
て
い
る
が
、
１
年
間
全
く
取
り
組
ん
で
い
な
い
。

ま
た
、
第
三
者
委
員
会
は
官
製
談
合
の
件
だ
け
で
あ
る
。
私
た
ち
が
提
案
し
て
い
る
の
は
、
住

民
に
対
す
る
虚
偽
発
言
で
あ
る
と
か
を
含
め
た
調
査
で
あ
る
。

福
本
耕
太
議
員

質
　
疑

討
　
論
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年度決算を認定 予
算
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
審
査

一般会計　歳入

113億2,493万円

委
員
会
で
の
主
な
質
疑

消
防
団
員
報
酬

《
小
川
》
報
酬
の
個
人
へ
の

支
払
い
は
い
つ
か
ら
開
始

か
。

《
総
務
課
》
報
酬
額
の
見
直

し
等
を
行
っ
た
う
え
で
、
令

和
４
年
度
か
ら
個
人
へ
直
接

支
給
し
て
い
る
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
臨
時

特
別
給
付
金
給
付
事
業

《
鈴
木
》
非
課
税
世
帯
に
対

す
る
給
付
割
合
約
90
％
と

は
、
申
込
が
な
か
っ
た
た
め

か
。

《
総
務
課
》
転
出
や
辞
退
さ

れ
た
方
が
い
る
た
め
。
施
設

に
入
居
さ
れ
て
い
る
方
は
施

設
に
依
頼
す
る
な
ど
、
給
付

の
た
め
の
対
応
を
行
っ
た
結

果
が
こ
の
割
合
で
あ
る
。

空
き
屋
バ
ン
ク

《
福
本
達
雄
》
財
産
処
分
目

的
で
登
録
さ
れ
た
物
件
は
、

契
約
が
難
し
い
の
か
。

《
企
画
財
政
課
》Ｕ
タ
ー
ン
の

方
は
、
売
買
を
求
め
る
傾
向

が
あ
る
。

路
線
バ
ス

《
井
藤
》
補
助
金
は
、
路
線

バ
ス
の
利
用
者
に
よ
っ
て
補

助
率
が
変
わ
る
の
か
。

《
企
画
財
政
課
》
そ
う
だ
。

利
用
者
状
況
が
悪
化
す
る
ほ

ど
、
補
助
率
が
下
が
る
。

高
齢
者
へ
の
見
舞
品

《
鈴
木
》
寝
た
き
り
の
高
齢

者
へ
の
見
舞
品
は
何
を
贈
っ

た
の
か
。

《
健
康
福
祉
課
》
タ
オ
ル
等

の
生
活
用
品
だ
。

町
税
収
入
へ
の
コ
ロ
ナ
の
影

響
は

《
大
野
》
個
人
町
民
税
の
収

入
額
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い

よ
う
だ
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響

は
あ
る
か
。

《
税
務
課
》
町
民
税
が
約
１

４
０
０
万
円
減
少
し
て
い
る

が
、
納
税
義
務
者
数
の
減
に

よ
る
も
の
で
、
直
接
コ
ロ
ナ

の
影
響
と
い
え
る
か
の
分
析

は
で
き
て
い
な
い
。

や
さ
い
工
房
の
応
募
状
況

《
大
野
》
工
場
に
つ
い
て
、

事
業
者
の
応
募
が
無
い
よ
う

だ
が
、
今
後
の
計
画
は
。

《
農
林
水
産
課
》
令
和
３
年

度
に
２
回
公
募
し
た
と
こ

ろ
、
数
件
見
学
は
あ
っ
た
が

応
募
は
無
か
っ
た
。
令
和
４

年
度
に
も
公
募
し
、
数
件
問

い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。
今
後

も
公
募
を
続
け
て
い
く
。

豊
島
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

《
井
藤
》
豊
島
の
レ
ン
タ
サ

イ
ク
ル
が
町
単
独
の
事
業
で

あ
る
の
は
な
ぜ
か
。

《
商
工
観
光
課
》
瀬
戸
芸
の

際
、
観
光
客
の
移
動
手
段
を

確
保
す
る
こ
と
が
目
的
で
始

ま
っ
た
。
民
間
事
業
者
の
場

合
、
収
益
次
第
で
は
辞
め
る

可
能
性
が
あ
る
。
よ
り
良
い

方
法
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　
決
算
特
別
委
員
会
を
10
月
４
日
か
ら
12
日
に
か
け
て
開
催
し
、

令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
決
算
を
審
査
し
ま
し
た
。

　令和3年度一般会計の決算は、
歳入総額113億2,493万円（前年
度比13.3％減）、歳出総額100億
475万円（前年度比14.7％減）と
なった。前年度から累積する繰越
金や財政調整基金繰入金などの
黒字要素および赤字要素を除い
た差引額（実質単年度収支）は、２
億2,716万円の赤字となった。
　また、令和３年度の財政調整基
金残高は２億4,395万円増の約
18億1,840万円、一般会計の町債
残高は、大型建設事業等による地
方債の発行額が増加したことによ
り、前年度比約4億286万円増の
130億1,485万円となった。

令和３年度決算認定

自主財源
34.6％

依存財源
65.4％

町　税
14億4,027万円
（12.7%）

繰入金
6億1,890万円
（5.5%）

町民税
6億1,900万円
固定資産税
6億4,655万円
たばこ税
9,616万円
軽自動車税
6,789万円
入　湯　税
1,067万円

繰 越 金
7億8,155万円
（6.9%）

繰 越 金
7億8,155万円
（6.9%）

諸 収 入
4億3,802万円
（3.9%）

寄 附 金
3億2,764万円（2.9%）
使用料及び手数料
１億８,99３万円（1.7%）
分担金及び負担金
5,726万円（0.5%）
財産収入
5,649万円（0.5%）

地方交付税
37億4,346万円
（33.1%）

町　債
15億2,577万円
（13.5%）

国庫支出金
10億8,954万円
（9.6%）

国庫支出金
10億8,954万円
（9.6%）

県支出金
5億4,411万円
（4.8%）

交付金など
5億1,199万円
（4.4%）

各会計の令和３◆財政調整基金（一般会計）の残高

平成29年度

平成30年度

令和元年度

令和２年度

令和３年度

◆町債（一般会計）の残高

平成29年度

平成30年度

令和元年度

令和２年度

令和３年度 一般会計　歳出

100億475万円

20億5,109万円

16億1,663万円

18億1,840万円

23億4,778万円

25億 874万円

103億 673万円

113億3,460万円

126億1,199万円

130億1,485万円

96億7,314万円

決
算
認
定
に
対
す
る

本
会
議
で
の
討
論

決
算
特
別
委
員
会
か
ら
の
主
な
意
見

遊
休
施
設
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
は
、
民

間
の
力
を
借
り
る
と
い
う
の
も一つ
の
方
法

だ
と
思
う
。
若
手
グ
ル
ー
プ
で
の
意
見
交

換
も
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討

し
て
ほ
し
い
。

人
員
を
増
や
す
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
。

結
婚
新
生
活
に
対
す
る
補
助
を
町
の
事
業

で
行
う
よ
う
検
討
し
て
ほ
し
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
安
全
確
保
は
常
に
念
頭

に
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

小
瀬
、
千
軒
は
と
て
も
景
色
が
良
く
道
路

も
広
い
の
で
、
観
光
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。

エ
ン
ジ
ェ
ル
ロ
ー
ド
は
観
光
客
数
が
多
く

な
り
、
駐
車
場
で
客
同
士
が
も
め
る
こ
と

も
あ
る
。
改
善
が
必
要
と
思
う
。

残
業
が
多
い
課
が
あ
る
。
職
員
を
増
や
せ

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
事
業
の
見
直
し
を
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

・・・・・・・

賛
成

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
の
事
業

予
算
に
つ
い
て
、
漏
洩
の
危
険

性
か
ら
反
対
。
ま
た
、
コ
シ
ノ

ジ
ュ
ン
コ
氏
の
１
千
万
円
を
超

え
る
予
算
は
必
要
不
可
欠
な
事

業
な
の
か
疑
問
が
あ
る
。

鈴
木
議
員

１
　
現
在
の
同
和
事
業
に
よ
る

偏
っ
た
制
度
、
教
育
に
反
対
。

２
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
反

対
。

３
　
コ
ロ
ナ
関
連
予
算
に
お
い

て
、
町
の
都
合
で
支
援
を
受
け

ら
れ
な
い
住
民
が
多
数
い
た
。

４
　
次
世
代
型
産
業
モ
デ
ル
事

業
は
住
民
へ
の
十
分
な
説
明
も

な
く
、
民
主
的
な
行
政
運
営
と

い
え
な
い
。

５
　
旅
費
の
費
用
弁
償
に
つ
い

て
、
宿
泊
費
の
定
額
支
給
は
や

め
る
べ
き
。

６
　
町
長
、
議
長
の
交
際
費
の

詳
細
を
公
開
す
べ
き
。

反
対
福
本
耕
太
議
員

　
委
員
会
で
、
執
行
部
か
ら
詳

細
な
説
明
を
受
け
、
疑
議
の
あ

る
点
は
各
委
員
か
ら
質
問
し
、

審
査
の
結
果
、
認
定
す
る
も
の

と
さ
れ
た
の
で
賛
成
。

反
対

福
本
達
雄
議
員

総 務 費
26億7,013万円
（26.7%）

民 生 費
23億3,482万円
（23.4%）

衛生費
10億7,365万円

（10.7%）

公債費
11億7,162万円

（11.7%）

公債費
11億7,162万円

（11.7%）

土 木 費
8億5,972万円
（8.6%）

土 木 費
8億5,972万円
（8.6%）

教育費
6億2,761万円
（6.3%）

消 防 費
4億1,301万円
（4.1%）

農林水産業費
3億66万円
（3.0%）

商 工 費
4億4,125万円
（4.4%）

議会費7,871万円（0.8%）
労働費3,168万円（0.3%）
災害復旧費189万円（0.0%）
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令和３年度
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と
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。
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が
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不
可
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な
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と
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な
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に
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、
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き
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、
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長
の
交
際
費
の

詳
細
を
公
開
す
べ
き
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も
の
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の
で
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反
対

福
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26億7,013万円
（26.7%）

民 生 費
23億3,482万円
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衛生費
10億7,365万円

（10.7%）

公債費
11億7,162万円
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4億1,301万円
（4.1%）

農林水産業費
3億66万円
（3.0%）

商 工 費
4億4,125万円
（4.4%）

議会費7,871万円（0.8%）
労働費3,168万円（0.3%）
災害復旧費189万円（0.0%）
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12 月定例会の審議結果と賛否
●賛否の分かれた議案

●全会一致で可決した議案

議　案　等

令和３年度の一般会計及び特別会計の歳入歳出決算の
認定（一般会計のほか８つの特別会計の歳入歳出決算を認定するもの）

反撃能力（敵基地攻撃能力）保有の中止を求める意見書に
ついて（国に対して意見書を提出するもの）

令和４年度一般会計補正予算（第５号）
（1億7,247万9千円を追加し、総額99億2,025万1千円とする）

認
定

可
決

否
決

P6
P7 ◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ◯ -

P2 ◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ◯ -

前町長による不正・背信行為等を調査する特別委員会の
設置（特別委員会の設置を求めるもの）

福本耕太議員の発言の取消及び謝罪を求める動議
（発言の取消と謝罪を求めるもの）

懲罰特別委員会の設置
（特別委員会の設置を求めるもの）

「香川県主要農作物等の種子条例の制定を求める意見書」
の提出を求める請願（県に対して意見書の提出を求めるもの）
※6月定例会で提出

P5 ● ● ◯ ◯ ● ● ● ◯ ● ● ● -

否
決 P3 ● ●

●

◯ ◯

◯

● ● ●

● ● ●

◯

◯

● ● ● -

不
採
択

可
決

P3 ● ◯ -

P4 ◯ ◯

● ● ●

-

可
決 P4 ◯ ◯

◯ ◯

◯ ◯

● ●

● ●

◯

◯

◯ ◯

◯ ◯

◯

◯ -

議
決
結
果

関
連
ペ
ー
ジ

小
川
　務

井
藤
茂
信

大
野
一
行

鈴
木
美
香

福
本
達
雄

三
木
俊
明

濵
野
良
一

福
本
耕
太

川
本
貴
也

井
上
正
清

木
場
隆
司

髙
橋
正
博

◯：賛成　 ●：反対　 欠：欠席　／：除斥　 -：議長（議長は採決に加わりません）

◯令和４年度補正予算
国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
（27万7千円を減額し、総額19億2,916万6千円とする） 可決

承認

介護保険事業特別会計補正予算（第３号）
（243万3千円を減額し、総額21億6,198万3千円とする） 可決

福祉サービス事業特別会計補正予算（第２号）
（230万6千円を追加し、総額9,162万4千円とする） 可決

可決

◯条例の新規制定
議会議員及び長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例
（選挙費用の公費負担に関して必要な事項を定めるもの）

継続
審査

◯条例の一部改正
税条例の一部改正
（老朽危険空き屋を除却したことによる土地の固定資産税の増額分について減免を行うもの） 可決

◯契　約
工事請負契約の締結
（社会資本整備総合交付金）町道沖之島線道路整備工事（橋梁下部工）（第２工区）
　契約者：株式会社　トミウン、契約金額：1億9,917万5,900円）

可決

工事請負契約の締結
（渕崎都市下水路事業　大谷ポンプ場幹線整備工事（１工区）　契約者：有限会社　東口組　契約金額：9,097万円） 可決

◯その他
香川県市町総合事務組合規約の一部変更
（香川県中部広域競艇事業組合が名称変更するため、関係団体との協議を行うもの）＜土庄町＞ 可決

◯議員発議
福本耕太議員に対する処分要求の件
（関連ページ：P4）

懲罰特別委員会の委員の選任
（委員９人を選任：議長及び処分要求提出者２名を除く議員）

継続
審査

三木俊明議員に対する処分要求の件
（関連ページ：P4）

◯専決処分
令和４年度一般会計補正予算（第４号）
（1億4,743万円を追加し、総額97億4,777万2千円とする）

香川県市町総合事務組合規約の一部変更
（香川県中部広域競艇事業組合が名称変更するため、関係団体との協議を行うもの）＜大鐸財産区＞ 可決

選任

活動報告
10月24日・11月30日開催総務建設常任委員会

【 企画財政課 】
旅先納税

＜とのしょうe街ギフト＞

問 問

答

観光に来て、自治体に寄付をする
と地元で使える電子商品券をその
場で受け取ることができる「旅先で
できるふるさと納税（旅先納税）」の
導入に向けて取り組んでいる。
土庄町の主要産業である観光関
連産業は、ふるさと納税制度の恩恵
を受けにくかったが、この仕組みは
効果的である。制度導入自治体と
連携し、旅先納税自体を旅の楽しみ
にできるよう促進していきたい。

※１２月２２日運用開始

【鈴木】事業費は。

初期導入費用は約380万
円。ランニングコストは、システ
ム料が寄附額の9.5％、加盟
店の取り扱いなど運用に係る
経費が6.5％である。

問

答

【鈴木】事業者の協力状況は。

現在、取り組みに向けて募
集している。町内の主要な宿
泊業者、交通関係、飲食業等
30社以上から協力を得られる
予定である。

【 農林水産課 】
飼料価格高騰対策支援
昨今の燃料価格の高騰、円安な

どさまざまな影響により、飼料作物
の価格が上昇しており、畜産農家に
深刻な影響を及ぼしている。
これを緩和する措置の一環とし
て、支援金を支給する。

【 総務課 】
旧戸形小学校の跡地利用

答

旧戸形小学校跡地の利活用に係
るサウンディング型調査を行う。本
調査は、公有地等の活用方法につ
いて、民間事業者から広く意見や提
案を求め、対話を通じて市場性等を
把握するものだ。
今後、現地説明会の実施、対話

への参加申し込みを経て、令和5年
2月に応募のあった事業者との対話
による調査を実施する予定としてい
る。地元自治会に対しては、9月に事
前の説明を実施し、了解を頂いてい
る。

【三木】説明会への申し込み
状況は。
現時点で正式な申込は無い

が、問い合わせは数件ある。ま
た、現地説明会に参加せずと
も、対話による調査へ参加す
ることができる。

問

答

【鈴木】事業者の初期投資は
どこが負担するのか。
事業者の初期費用は無い。

電子決済に使用する電子スタ
ンプを貸与する。

【 建設課 】
渕崎都市下水路事業

問

答

【大野】国の補助はあるか。

国の補助事業であり、40％
の補助がある。

【 商工観光課 】
劇場版「からかい上手の
高木さん」小豆島上映
令和3年度に香川県の文化芸術
新人賞を山本崇一朗さんが受賞さ
れたことを記念して、毎年、県が実
施している「さぬき映画祭」の開催
に併せた映画上映を行う。
香川県ではイオンシネマ綾川でし

か上映しておらず、コロナ禍もあって
小豆島の方は見るのが難しかった
のではないかと思う。ぜひ、この機会
に小豆島で映画を見ていただきた
い。
開催日の2月4日、5日にレクザム

ホール、イオンシネマ高松東で上映
する。小豆島上映は2月の中旬辺り
を予定している。

【 税務課 】
老朽危険空き家除却後の土地に

係る固定資産税の減免
住宅用地の固定資産税は、特例
措置により軽減されているが、住宅
を取り壊すと、この軽減がなくなり税
額が元に戻るため、これが、空き家
が放置される一因になっているとい
われている。
町の老朽危険空き家除却支援事
業補助金を利用して除却した場合
に、土地の固定資産税を一定期間
減免する制度を設け、税制面からも
老朽危険空き家の除却促進を支援
する。

問

答

問

答

【鈴木】周知方法は。

【大野】行政におけるメリット・
デメリットは。

対象者には案内文を直接送
付し、制度の周知は広報誌等
で行う。

メリットは、安全面、防犯面
での住環境の整備、デメリット
は税収の減少である。また、減
免期間が長いとそのまま放置
されて適切な管理がなされな
い可能性が生じ得る。

【大野】地元の了解を得てい
るということで、段取りを踏
んで頑張ってほしい。

意

大谷ポンプ場整備の令和4年度
施工内容は、県道屋形崎小江渕崎
線内（大谷バス停付近）にポンプ場
へ雨水を導くための管渠工事を行
い、翌年度以降も引き続き管渠整備
を行う予定である。
管渠延伸に伴い雨水集水エリア

が拡大するため、ポンプ場の排水施
設も併せて整備する必要がある。
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活動報告
10月24日・11月30日開催総務建設常任委員会
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【 教育総務課 】
児童・生徒用タブレット端末

の活用状況

問

答

現在、児童生徒が取り組んでいる
ことを報告する。
まず、ＡＩドリルについて、児童生
徒の理解度に応じた問題を反復、ま
た自動選択で表示するなどの機能
を持たせたものである。
メリットとして、先生方は子どもの
学習状況を把握し、どの問題でどう
つまずいているかを確認できる。子
どもたちにとっては、自身の興味・関
心による予習復習、自主学習ができ
るようになる。
タブレットは万能ではないので、紙

と併用する等うまく使うため、今後も
学校と相談しながら進めていきた
い。

【井藤】タブレットはドリル専
用なのか。また、家庭での利
用はどうか。

専用ではない。ＡＩドリルを活
用しながら、学校ではいろいろ
な使い方をしている。
来年度に家庭での通信につ

いて計画をしている。

【 健康福祉課 】
出産・子育て応援交付金
安心して出産・子育てができる環
境整備のため、子育て家庭に寄り添
い、出産・育児等の見通しを立てる
ための面談や継続的な情報発信等
を通じて必要な支援につなぐ伴走
型相談支援の充実を図る。また、出
産育児関連用品の購入助成及び支
援サービスの利用負担軽減を図る
などの経済的支援を行う。
この２つの支援を一体的に実施
することで、相談実施機関へのアク
セスがしやすくなり、必要なサービス
に確実に結びつき、事業の実効性
が高まるものと考える。

【 住民環境課 】
一般廃棄物最終処分場

問

答

これまでに挙げた８か所の候補地
について、課題等をまとめて選定を
進めた。
結果として、候補地を小部、柳、畝
木、伊喜末の４か所に絞ってさらに
調査を進める。いずれの候補地にお
いても、調査や地元協議に相応の
期間を要すると思われるので、中長
期的にその他の方策も引き続き検
討していく。

【川本】時間がかかるのは理
解するが、その間、島外搬出
を続けるのか。

島外搬出を続けるしか手段
がないのが、現状だ。搬出先と
の交渉は確実に行っていきた
い。

問

答

【小川】移住者の方から「頼る
所が無い」という声を聞い
た。対策はあるか。

困り事相談等、同様に対応
できる。また、子育て支援室へ
の案内がコロナ禍のために周
知できていなかった部分があ
る。訪問や電話で相談をして
いるが、声が届いていなかった
かもしれないので、周知を図っ
ていきたい。

委員会の
11月30日開催 教育民生常任委員会

10月24日開催 議会活性化特別委員会

・議会のペーパーレス化に向けて
・議会基本条例の策定

・各委員会での審議において、ペーパーレス化を進める。使用する中で改善点等をまとめ、 
 より良い活用方法を検討していく。また、執行部とも協力して進める。
・議会基本条例については、委員会設置当初からの目的であるが、策定に至っていない。
 令和５年度の議員改選で本委員会は解散となるため、３月末までにこれまで審議した内容を 
 まとめて一旦報告し、 改選後の議員に継続して審議してもらうよう申し送りを行う。

協
議
内
容

結
　論

各
議
員
の
質
問
全
文
は
、
質
問
ペ
ー
ジ
に
あ
る
Q
R
コ
ー
ド
を
利
用
し
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆島環境を生かした学校づくり
◆総合福祉会館への商工会移転と関連する工事

鈴木　美香　・・・　P16
すずき      み    か

◆可燃ごみ、不燃ごみ、産業廃棄物の対策
◆観光行政の課題とイベント等
◆帯状疱疹患者の実態と今後の課題を問う
◆土庄町におけるDV（ドメスティックバイオレンス）、子どもに対する虐待、
　学校内でのいじめ・暴力行為等々の現状認識を問う

大野　一行　・・・　P12
おおの　かずゆき

◆勇気を持って岡野色を　新年度予算方針
◆自主財源確保は官民協働で

三木　俊明　・・・　P15
み　き   としあき

◆学校給食無償化及び負担軽減にむけた取り組みを
◆物価高騰支援策として、大学生と専門学校生に一人１万円の支給を
◆旧土庄高校のグラウンドについて、一刻も早く使用できるよう整備を
◆民間住宅のリフォームに助成を
◆土庄港駐車場の無料化及び値下げを

福本　耕太　・・・　P17
ふくもと　こうた

◆アフターコロナへの経済対策
◆歩行者(子ども)の安全確保の取り組み

濵野　良一　・・・　P14
はまの　りょういち

◆官製談合再発防止委員会の進捗状況
◆旅先でふるさと納税をする制度の進捗状況
◆不育症治療費助成事業

◆すこやかエンゼル祝い金の拡充
◆おむつ定期支援の導入
◆災害時等のWi-Fi設置

小川　 務  　・・・　P13
おがわ　  つとむ

一
般
質
問
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蕪崎の断層

　
前
三
枝
町
長
の
と
き

に
、
一
般
廃
棄
物
処
分
場

の
候
補
地
選
定
に
つ
い

て
、
お
よ
そ
１
億
円
近
く

使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
経

緯
に
つ
い
て
問
う
。

　　
平
成
29
年
か
ら
、
馬
越

地
区
で
調
査
を
実
施
し

た
。
総
事
業
費
９
５
７
２

万
３
６
４
０
円
を
支
出
し

た
。

　
私
の
調
査
で
は
、
炭
鉱

地
跡
で
も
と
も
と
適
し
て

い
な
い
土
地
と
認
識
し
て

い
る
。
結
果
を
ど
う
受
け

止
め
て
い
る
か
。

　
非
常
に
残
念
な
結
果
と

な
っ
た
。
先
に
ボ
ー
リ
ン

グ
調
査
判
定
後
そ
の
後
の

調
査
に
入
る
べ
き
で
あ
っ

た
。
そ
う
い
う
面
で
は
反

省
し
て
い
る
。

　
個
人
的
に
は
、
無
駄
遣

い
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
豊
島
に
お
け
る
ご
み
対

策
と
破
砕
ご
み
処
理
状
況

を
問
う
。

　
豊
島
の
ご
み
処
理
は
オ

リ
ー
ブ
環
境
開
発
株
式
会

社
に
業
務
委
託
し
て
い
る
。

正
月
や
お
盆
な
ど
、
回
収

し
き
れ
ず
、
２
、
３
日
、

ご
み
回
収
で
き
な
い
場
合

も
あ
る
。

　
破
砕
ご
み
処
理
に
つ
い

て
は
、
粗
大
ご
み
及
び
不

燃
ご
み
破
砕
選
別
処
理
施

設
を
、
令
和
８
年
４
月
か

ら
の
操
業
を
目
指
し
て
い

る
。

　
観
光
行
政
の
課
題
と
イ

ベ
ン
ト
等
に
つ
い
て
問

う
。
エ
ン
ジ
ェ
ル
ロ
ー
ド

は
中
心
的
な
観
光
資
源
で

あ
る
。
今
後
の
駐
車
場
対

策
を
問
う
。

　
現
在
、
２
つ
の
駐
車
場

と
臨
時
駐
車
場
で
対
応
し

て
い
る
。
引
き
続
き
、
エ

ン
ジ
ェ
ル
ロ
ー
ド
近
隣
に

駐
車
場
を
設
置
す
る
こ
と

で
、
満
車
時
の
緩
和
と
、

町
な
か
の
活
性
化
に
努
め

た
い
。

　
小
豆
島
の
自
然
環
境
全

て
が
資
源
に
な
る
。
柳
の

オ
リ
ー
ブ
の
木
、
重
岩

等
、
最
近
知
名
度
が
上

が
っ
て
い
る
。
「
土
庄
層

群
」
と
い
う
文
化
的
な
と

こ
ろ
も
あ
る
。
将
来
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
問
う
。

　
約
４
千
万
年
前
に
で
き

た
地
層
と
言
わ
れ
、
小
豆

島
、
豊
島
の
一
部
に
見
ら

れ
る
。
文
化
財
指
定
と

な
っ
て
い
る
蕪
崎
（
か
ぶ

ら
ざ
き
）
断
層
も
あ
り
、

貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
こ

の
層
群
の
歴
史
的
価
値
や

成
り
立
ち
な
ど
、
観
光
資

源
と
い
う
視
点
か
ら
だ
け

で
な
く
、
文
化
財
の
保
全

や
生
涯
教
育
な
ど
、
幅
広

い
視
点
で
の
活
用
方
法
を

模
索
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始

め
る
こ
と
に
な
る
と
思

う
。

　
お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
観

光
資
源
に
な
り
う
る
。
観

光
資
源
と
し
て
前
向
き
に

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
う
。

大野一行 議員
おお の かず ゆき

意

意

そ
の
他
の
質
問

・帯
状
疱
疹
患
者
の
実
態
と
今
後
の
課
題
を
問
う

・土
庄
町
に
お
け
るD

V

（
ド
メ
ス
テ
ィッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）、子
ど
も
に
対
す
る
虐
待
、

  

学
校
内
で
の
い
じ
め・暴
力
行
為
等
々
の
現
状
認
識
を
問
う

可燃ごみ、不燃ごみ、
産業廃棄物の対策について

問

問

問

問問

答
住
民
環
境
課
長

答
住
民
環
境
課
長

答
住
民
環
境
課
長

答
商
工
観
光
課
長

答
商
工
観
光
課
長

観
光
行
政
の
課
題
と
イ
ベ
ン
ト
等

一　般　質　問

　
官
製
談
合
再
発
防
止
対

策
検
討
委
員
会
が
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
に
重
点
を
置

き
、
ど
の
よ
う
な
か
た
ち

で
協
議
を
し
て
き
た
か
。

ま
た
、
今
後
の
方
向
性

は
。

　
委
員
長
を
中
心
に
、
委

員
会
が
主
体
と
な
っ
て
答

申
書
を
作
成
し
て
い
る
。

二
度
と
今
回
の
よ
う
な
事

件
が
発
生
し
な
い
よ
う
、

再
発
防
止
対
策
を
進
め
て

い
き
た
い
。

　
渡
邉
委
員
長
が
当
初
か

ら
宣
言
し
て
い
た
と
お

り
、
「
事
務
局
と
事
前
協

議
す
る
こ
と
な
く
、
委
員

会
と
し
て
必
要
と
考
え
る

再
発
防
止
策
を
答
申
す

る
。
高
い
目
標
を
掲
げ
て

い
き
た
い
。
」
と
の
姿
勢

の
も
と
、
活
発
な
議
論
を

経
て
、
多
岐
に
わ
た
る
提

言
を
い
た
だ
い
た
。

　
私
自
身
、
答
申
を
重
く

受
け
止
め
、
二
度
と
今
回

の
よ
う
な
事
件
が
発
生
し

な
い
よ
う
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
再
発
防
止
対
策
に

取
り
組
み
、
町
民
の
皆
さ

ま
か
ら
の
信
頼
回
復
に
努

め
る
。
渡
邉
委
員
長
の
指

摘
で
、
町
長
に
過
度
の
権

限
が
集
中
し
て
い
た
と
の

言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
が
安
心

安
全
に
豊
か
な
暮
ら
し
を

持
続
し
て
い
く
た
め
の
も

の
で
あ
る
か
等
に
つ
い

て
、
常
に
職
員
の
意
見
を

聞
き
、
議
論
を
重
ね
な
が

ら
行
政
運
営
を
進
め
る
。

　
今
後
は
議
会
で
協
議

し
、
要
望
書
も
提
出
す
る

こ
と
と
な
る
の
で
、
住
民

の
意
見
と
し
て
十
分
ご
検

討
願
い
た
い
。

　
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で

導
入
さ
れ
つ
つ
あ
る
旅
先

納
税
、
最
近
で
は
京
都
府

の
７
自
治
体
が
導
入
し

た
。
現
在
の
進
捗
状
況

は
。

　
観
光
関
連
産
業
が
主
要

産
業
で
あ
る
当
町
に
と
っ

て
は
、
こ
の
旅
先
で
で
き

る
ふ
る
さ
と
納
税
の
仕
組

み
は
た
い
へ
ん
効
果
的
で

あ
る
。

　
四
国
地
方
初
と
し
て
、

本
日
12
月
22
日
に
運
用
開

始
し
た
。
今
ま
で
恩
恵
を

受
け
に
く
か
っ
た
観
光
産

業
や
飲
食
業
の
活
性
化
を

目
指
し
、
今
後
も
加
盟
店

が
広
が
る
よ
う
進
め
て
い

く
。

　
ま
た
、
今
後
は
小
豆
島

町
に
も
案
内
し
、
観
光
客

目
線
で
小
豆
島
全
体
で
使

え
る
旅
先
納
税
を
進
め
て

い
く
方
向
で
検
討
し
て
い

る
。

　
現
在
、
土
庄
町
で
の
加

盟
店
は
い
く
つ
か
。

　
本
日
時
点
で
45
店
だ
。

　
す
ぐ
に
は
結
果
に
結
び

つ
か
な
い
と
思
う
が
、
観

光
業
を
盛
り
上
げ
る
た

め
、
小
豆
島
、
豊
島
に

合
っ
た
制
度
を
設
計
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

一　般　質　問

官製談合再発防止委員会の
進捗状況

問

意

意

問

問

答

総
務
課
長

答

副
町
長

答

町
長

答
企
画
財
政
課
長

答
企
画
財
政
課
長

旅
先
で
ふ
る
さ
と
納
税
を
す
る

制
度
の
進
捗
状
況

電子決済の様子

小川　務 議員
お がわ つとむ

そ
の
他
の
質
問

・不
育
症
治
療
費
助
成
事
業

・す
こ
や
か
エ
ン
ゼ
ル
祝
い
金
の
拡
充

・お
む
つ
定
期
支
援
の
導
入

・災
害
時
等
の
Ｗ
ｉ‐

Ｆ
ｉ
設
置
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蕪崎の断層

　
前
三
枝
町
長
の
と
き

に
、
一
般
廃
棄
物
処
分
場

の
候
補
地
選
定
に
つ
い

て
、
お
よ
そ
１
億
円
近
く

使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
経

緯
に
つ
い
て
問
う
。

　　
平
成
29
年
か
ら
、
馬
越

地
区
で
調
査
を
実
施
し

た
。
総
事
業
費
９
５
７
２

万
３
６
４
０
円
を
支
出
し

た
。

　
私
の
調
査
で
は
、
炭
鉱

地
跡
で
も
と
も
と
適
し
て

い
な
い
土
地
と
認
識
し
て

い
る
。
結
果
を
ど
う
受
け

止
め
て
い
る
か
。

　
非
常
に
残
念
な
結
果
と

な
っ
た
。
先
に
ボ
ー
リ
ン

グ
調
査
判
定
後
そ
の
後
の

調
査
に
入
る
べ
き
で
あ
っ

た
。
そ
う
い
う
面
で
は
反

省
し
て
い
る
。

　
個
人
的
に
は
、
無
駄
遣

い
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
豊
島
に
お
け
る
ご
み
対

策
と
破
砕
ご
み
処
理
状
況

を
問
う
。

　
豊
島
の
ご
み
処
理
は
オ

リ
ー
ブ
環
境
開
発
株
式
会

社
に
業
務
委
託
し
て
い
る
。

正
月
や
お
盆
な
ど
、
回
収

し
き
れ
ず
、
２
、
３
日
、

ご
み
回
収
で
き
な
い
場
合

も
あ
る
。

　
破
砕
ご
み
処
理
に
つ
い

て
は
、
粗
大
ご
み
及
び
不

燃
ご
み
破
砕
選
別
処
理
施

設
を
、
令
和
８
年
４
月
か

ら
の
操
業
を
目
指
し
て
い

る
。

　
観
光
行
政
の
課
題
と
イ

ベ
ン
ト
等
に
つ
い
て
問

う
。
エ
ン
ジ
ェ
ル
ロ
ー
ド

は
中
心
的
な
観
光
資
源
で

あ
る
。
今
後
の
駐
車
場
対

策
を
問
う
。

　
現
在
、
２
つ
の
駐
車
場

と
臨
時
駐
車
場
で
対
応
し

て
い
る
。
引
き
続
き
、
エ

ン
ジ
ェ
ル
ロ
ー
ド
近
隣
に

駐
車
場
を
設
置
す
る
こ
と

で
、
満
車
時
の
緩
和
と
、

町
な
か
の
活
性
化
に
努
め

た
い
。

　
小
豆
島
の
自
然
環
境
全

て
が
資
源
に
な
る
。
柳
の

オ
リ
ー
ブ
の
木
、
重
岩

等
、
最
近
知
名
度
が
上

が
っ
て
い
る
。
「
土
庄
層

群
」
と
い
う
文
化
的
な
と

こ
ろ
も
あ
る
。
将
来
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
問
う
。

　
約
４
千
万
年
前
に
で
き

た
地
層
と
言
わ
れ
、
小
豆

島
、
豊
島
の
一
部
に
見
ら

れ
る
。
文
化
財
指
定
と

な
っ
て
い
る
蕪
崎
（
か
ぶ

ら
ざ
き
）
断
層
も
あ
り
、

貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
こ

の
層
群
の
歴
史
的
価
値
や

成
り
立
ち
な
ど
、
観
光
資

源
と
い
う
視
点
か
ら
だ
け

で
な
く
、
文
化
財
の
保
全

や
生
涯
教
育
な
ど
、
幅
広

い
視
点
で
の
活
用
方
法
を

模
索
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始

め
る
こ
と
に
な
る
と
思

う
。

　
お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
観

光
資
源
に
な
り
う
る
。
観

光
資
源
と
し
て
前
向
き
に

検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
う
。

大野一行 議員
おお の かず ゆき

意

意

そ
の
他
の
質
問

・帯
状
疱
疹
患
者
の
実
態
と
今
後
の
課
題
を
問
う

・土
庄
町
に
お
け
るD

V

（
ド
メ
ス
テ
ィッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）、子
ど
も
に
対
す
る
虐
待
、

  

学
校
内
で
の
い
じ
め・暴
力
行
為
等
々
の
現
状
認
識
を
問
う

可燃ごみ、不燃ごみ、
産業廃棄物の対策について

問

問

問

問問

答
住
民
環
境
課
長

答
住
民
環
境
課
長

答
住
民
環
境
課
長

答
商
工
観
光
課
長

答
商
工
観
光
課
長

観
光
行
政
の
課
題
と
イ
ベ
ン
ト
等

一　般　質　問

　
官
製
談
合
再
発
防
止
対

策
検
討
委
員
会
が
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
に
重
点
を
置

き
、
ど
の
よ
う
な
か
た
ち

で
協
議
を
し
て
き
た
か
。

ま
た
、
今
後
の
方
向
性

は
。

　
委
員
長
を
中
心
に
、
委

員
会
が
主
体
と
な
っ
て
答

申
書
を
作
成
し
て
い
る
。

二
度
と
今
回
の
よ
う
な
事

件
が
発
生
し
な
い
よ
う
、

再
発
防
止
対
策
を
進
め
て

い
き
た
い
。

　
渡
邉
委
員
長
が
当
初
か

ら
宣
言
し
て
い
た
と
お

り
、
「
事
務
局
と
事
前
協

議
す
る
こ
と
な
く
、
委
員

会
と
し
て
必
要
と
考
え
る

再
発
防
止
策
を
答
申
す

る
。
高
い
目
標
を
掲
げ
て

い
き
た
い
。
」
と
の
姿
勢

の
も
と
、
活
発
な
議
論
を

経
て
、
多
岐
に
わ
た
る
提

言
を
い
た
だ
い
た
。

　
私
自
身
、
答
申
を
重
く

受
け
止
め
、
二
度
と
今
回

の
よ
う
な
事
件
が
発
生
し

な
い
よ
う
、
職
員
一
丸
と

な
っ
て
再
発
防
止
対
策
に

取
り
組
み
、
町
民
の
皆
さ

ま
か
ら
の
信
頼
回
復
に
努

め
る
。
渡
邉
委
員
長
の
指

摘
で
、
町
長
に
過
度
の
権

限
が
集
中
し
て
い
た
と
の

言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
が
安
心

安
全
に
豊
か
な
暮
ら
し
を

持
続
し
て
い
く
た
め
の
も

の
で
あ
る
か
等
に
つ
い

て
、
常
に
職
員
の
意
見
を

聞
き
、
議
論
を
重
ね
な
が

ら
行
政
運
営
を
進
め
る
。

　
今
後
は
議
会
で
協
議

し
、
要
望
書
も
提
出
す
る

こ
と
と
な
る
の
で
、
住
民

の
意
見
と
し
て
十
分
ご
検

討
願
い
た
い
。

　
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で

導
入
さ
れ
つ
つ
あ
る
旅
先

納
税
、
最
近
で
は
京
都
府

の
７
自
治
体
が
導
入
し

た
。
現
在
の
進
捗
状
況

は
。

　
観
光
関
連
産
業
が
主
要

産
業
で
あ
る
当
町
に
と
っ

て
は
、
こ
の
旅
先
で
で
き

る
ふ
る
さ
と
納
税
の
仕
組

み
は
た
い
へ
ん
効
果
的
で

あ
る
。

　
四
国
地
方
初
と
し
て
、

本
日
12
月
22
日
に
運
用
開

始
し
た
。
今
ま
で
恩
恵
を

受
け
に
く
か
っ
た
観
光
産

業
や
飲
食
業
の
活
性
化
を

目
指
し
、
今
後
も
加
盟
店

が
広
が
る
よ
う
進
め
て
い

く
。

　
ま
た
、
今
後
は
小
豆
島

町
に
も
案
内
し
、
観
光
客

目
線
で
小
豆
島
全
体
で
使

え
る
旅
先
納
税
を
進
め
て

い
く
方
向
で
検
討
し
て
い

る
。

　
現
在
、
土
庄
町
で
の
加

盟
店
は
い
く
つ
か
。

　
本
日
時
点
で
45
店
だ
。

　
す
ぐ
に
は
結
果
に
結
び

つ
か
な
い
と
思
う
が
、
観

光
業
を
盛
り
上
げ
る
た

め
、
小
豆
島
、
豊
島
に

合
っ
た
制
度
を
設
計
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

一　般　質　問

官製談合再発防止委員会の
進捗状況

問

意

意

問

問

答

総
務
課
長

答

副
町
長

答

町
長

答
企
画
財
政
課
長

答
企
画
財
政
課
長

旅
先
で
ふ
る
さ
と
納
税
を
す
る

制
度
の
進
捗
状
況

電子決済の様子

小川　務 議員
お がわ つとむ

そ
の
他
の
質
問

・不
育
症
治
療
費
助
成
事
業

・す
こ
や
か
エ
ン
ゼ
ル
祝
い
金
の
拡
充

・お
む
つ
定
期
支
援
の
導
入

・災
害
時
等
の
Ｗ
ｉ‐

Ｆ
ｉ
設
置
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　全
国
で
は
、
子
ど
も
を

巻
き
込
ん
だ
交
通
事
故
が

後
を
た
た
な
い
。
道
路
整

備
が
進
む
中
、
ス
ク
ー
ル

ゾ
ー
ン
を
再
認
識
し
、
こ

ど
も
園
や
保
育
園
な
ど
の

幼
児
が
散
歩
や
校
外
で
の

活
動
等
で
移
動
す
る
際
の

安
全
確
保
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
。
今
後
の
取
り
組

み
は
。

　
土
庄
こ
ど
も
園
周
辺
で

は
、
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
と

同
趣
旨
の
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン

を
設
定
し
、
移
動
す
る
際

の
危
険
箇
所
の
確
認
や
、

保
護
者
や
子
ど
も
に
向
け

た
安
全
教
室
な
ど
を
行
っ

て
き
た
。
こ
う
し
た
活
動

は
、
「
土
庄
町
通
学
路
等

交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
基
づ
き
、
関
係
機
関
で

組
織
す
る
「
土
庄
町
通
学

路
等
安
全
推
進
会
議
」
に

お
い
て
、
保
護
者
や
児
童

生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
も
と
に
検
討
、
実
施

し
て
い
る
。

　
今
後
と
も
、
子
ど
も
た

ち
の
交
通
安
全
の
確
保
に

向
け
た
情
報
共
有
や
対
応

を
協
議
し
て
い
く
と
と
も

に
、
教
育
委
員
会
と
し
て

も
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
空
き

家
な
ど
の
危
険
性
に
も
目

を
向
け
る
な
ど
、
何
が
必

要
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

で
き
る
か
、
改
め
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　長
引
く
コ
ロ
ナ
感
染
症

に
つ
い
て
は
議
論
が
進
ん

で
お
り
、
ま
も
な
く
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
等
の
扱

い
と
な
る
の
で
は
な
い
か

と
想
像
す
る
。
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
を
想
定
し
、
教

育
、
医
療
、
福
祉
等
々
を

多
岐
に
渡
っ
て
検
討
し
な

が
ら
施
策
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
、
特
に

経
済
へ
の
対
策
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
町
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
経
済

対
策
を
講
じ
て
き
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
事

業
者
へ
の
経
済
支
援
対
策

と
し
て
、
物
価
高
騰
等
対

策
支
援
事
業
を
提
案
し

た
。
県
の
事
業
に
上
乗
せ

す
る
か
た
ち
で
、
町
内
の

法
人
、
個
人
事
業
者
を
支

援
す
る
。

　
観
光
面
に
お
い
て
は
、

両
町
が
連
携
し
小
豆
島
が

一
体
と
な
っ
て
、
観
光
客

に
選
ば
れ
る
観
光
地
を
目

指
す
ほ
か
、
官
民
連
携
し

て
観
光
客
の
受
け
入
れ
態

勢
を
整
え
る
。

　
地
域
雇
用
に
お
い
て

は
、
「
地
域
雇
用
活
性
化

推
進
事
業
」
に
よ
り
、
企

業
と
連
携
し
な
が
ら
雇
用

を
生
み
出
す
こ
と
で
、
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
く
。

　経
済
対
策
に
取
り
組
む

う
え
で
、
土
庄
町
中
小
企

業
振
興
基
本
条
例
の
目
的

を
再
認
識
し
、
関
係
機
関

と
の
連
携
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
地
域
の
活
性
化
と
、
疲

弊
し
た
経
済
を
取
り
戻
す

た
め
に
は
、
こ
の
条
例
の

目
的
を
再
認
識
し
、
先
進

地
の
事
例
の
調
査
や
、
中

小
企
業
同
友
会
、
商
工

会
、
香
川
県
産
業
支
援
財

団
、
金
融
機
関
、
小
豆
島

町
と
も
連
携
し
な
が
ら
企

業
振
興
に
取
り
組
む
。

　観
光
産
業
に
お
い
て
、

町
の
宿
泊
施
設
が
減
少
し

て
い
る
。
高
付
加
価
値
事

業
も
活
用
し
て
民
泊
の
促

進
を
考
え
て
ほ
し
い
。

歩行者(子ども)の
　　　安全確保の取り組み

問

問

問

答
教
育
総
務
課
長

答
商
工
観
光
課
長

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
へ
の
経
済
対
策

答

町
　長

一　般　質　問

濵野良一 議員
はま の りょういち

土庄こども園前

意

　
町
長
が
ど
の
よ
う
な
方

針
で
岡
野
色
を
打
ち
出
す

の
か
、
町
民
は
強
い
期
待

と
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
問
う
。

　
策
定
中
の
第
７
次
総
合

計
画
で
、
ど
の
よ
う
な
意

見
が
出
さ
れ
て
い
る
か
。

　
暮
ら
し
や
す
さ
や
、
地

方
創
生
に
関
す
る
意
見
が

多
い
。
住
み
や
す
く
魅
力

あ
る
町
で
あ
り
続
け
る
た

め
の
予
算
編
成
に
努
め

る
。

　
町
民
は
町
に
愛
着
は
あ

る
が
、
医
療
や
生
活
環
境

に
不
安
を
抱
い
て
い
る
。

社
会
活
動
団
体
・
福
祉
団

体
等
の
補
助
金
の
編
成
方

針
は
。

　
自
主
性
、
独
自
性
、
継

続
性
と
い
っ
た
観
点
や
地

域
へ
の
貢
献
度
な
ど
も
総

合
的
に
勘
案
し
、
適
切
に

対
応
し
て
い
く
。

　
町
の
た
め
に
社
会
活
動

を
頑
張
っ
て
い
る
方
々
の

意
欲
を
削
が
な
い
予
算
編

成
を
お
願
い
す
る
。
社
会

福
祉
活
動
拠
点
の
整
備

は
。

　
計
画
策
定
等
に
よ
る
議

論
を
踏
ま
え
る
と
と
も

に
、
関
係
団
体
や
利
用
者

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検

討
す
る
。

　
検
討
し
た
が
、
実
施
に

至
ら
な
か
っ
た
と
い
う
事

に
な
ら
な
い
よ
う
お
願
い

す
る
。

　
町
民
は
、
町
長
に
強
い

期
待
と
関
心
を
寄
せ
て
い

る
。
勇
気
を
持
っ
て
や
り

遂
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
地
方
財
政
が
困
窮
す
る

中
、
自
主
財
源
確
保
の
政

策
を
打
ち
出
す
べ
き
と
考

え
る
。
町
財
政
の
見
通
し

は
。

　
人
口
減
少
や
地
価
の
下
落

に
よ
り
町
税
及
び
そ
の
他
の

歳
入
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

財
政
調
整
基
金
も
令
和
８
年

度
に
向
け
て
減
少
見
込
み
。

　
新
た
な
自
主
財
源
確
保

の
政
策
は
あ
る
か
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

寄
附
金
収
入
は
年
々
増
加

傾
向
に
あ
り
、
新
た
に
旅

先
納
税
を
開
始
す
る
。
ま

た
、
未
利
用
の
町
有
地
の

有
効
活
用
を
目
指
し
て
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調

査
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

町
有
地
の
売
却
ま
た
は
貸

付
に
発
展
す
る
可
能
性
が

あ
る
。

　
島
外
者
任
せ
の
政
策
で

あ
り
、
確
実
性
と
持
続
性

に
乏
し
い
も
の
で
あ
る
。

　
提
案
と
し
て
、
住
民
参

加
型
公
募
地
方
債
を
発
行

し
、
住
民
の
求
め
る
施
策

を
住
民
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ

で
実
現
す
る
考
え
は
な
い

か
。
「
共
に
考
え
、
共
に

創
る
」
の
第
一
歩
で
は
な

い
か
。

　
金
融
商
品
性
に
お
い
て
優

位
性
が
低
下
し
て
い
る
。
借

入
利
率
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

公
的
資
金
を
活
用
し
て
い

る
。

　
町
民
が
大
変
苦
し
い
中
、

購
入
意
欲
が
あ
る
か
、
事
業

に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ

け
る
か
も
懸
念
さ
れ
る
。

　
こ
の
提
案
は
島
の
未
来

へ
の
投
資
の
提
案
で
あ
る
。

　
小
豆
島
町
と
共
同
で
行

い
、
救
急
艇
の
導
入
、
安

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育

て
ら
れ
る
産
科
医
・
小
児

科
医
確
保
の
基
金
等
、
島

民
の
共
通
し
た
問
題
解
決

の
た
め
な
ら
、
理
解
が
得

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

島
民
と
行
政
が
力
を
合
わ

せ
解
決
し
て
い
く
。
こ
の

提
案
を
「
絵
に
か
い
た
餅

に
す
る
の
か
、
10
年
先
の

祝
い
餅
に
す
る
の
か
」

は
、
わ
れ
わ
れ
の
責
任
で

あ
る
。

　
町
長
に
は
是
非
と
も
先

頭
に
立
っ
て
、
舵
取
り
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

三木俊明 議員
み き とし あき

一　般　質　問

勇気を持って岡野色を
　　　　　  新年度予算方針

問問

問

問 問

問

答
企
画
財
政
課
長

答
生
涯
学
習
課
長

答
企
画
財
政
課
長

答
企
画
財
政
課
長

答
企
画
財
政
課
長

答
健
康
福
祉
課
長

答

町
　長

意

意

自
主
財
源
確
保
は
官
民
協
働
で
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　全
国
で
は
、
子
ど
も
を

巻
き
込
ん
だ
交
通
事
故
が

後
を
た
た
な
い
。
道
路
整

備
が
進
む
中
、
ス
ク
ー
ル

ゾ
ー
ン
を
再
認
識
し
、
こ

ど
も
園
や
保
育
園
な
ど
の

幼
児
が
散
歩
や
校
外
で
の

活
動
等
で
移
動
す
る
際
の

安
全
確
保
を
考
え
る
必
要

が
あ
る
。
今
後
の
取
り
組

み
は
。

　
土
庄
こ
ど
も
園
周
辺
で

は
、
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
と

同
趣
旨
の
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン

を
設
定
し
、
移
動
す
る
際

の
危
険
箇
所
の
確
認
や
、

保
護
者
や
子
ど
も
に
向
け

た
安
全
教
室
な
ど
を
行
っ

て
き
た
。
こ
う
し
た
活
動

は
、
「
土
庄
町
通
学
路
等

交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
基
づ
き
、
関
係
機
関
で

組
織
す
る
「
土
庄
町
通
学

路
等
安
全
推
進
会
議
」
に

お
い
て
、
保
護
者
や
児
童

生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
も
と
に
検
討
、
実
施

し
て
い
る
。

　
今
後
と
も
、
子
ど
も
た

ち
の
交
通
安
全
の
確
保
に

向
け
た
情
報
共
有
や
対
応

を
協
議
し
て
い
く
と
と
も

に
、
教
育
委
員
会
と
し
て

も
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
空
き

家
な
ど
の
危
険
性
に
も
目

を
向
け
る
な
ど
、
何
が
必

要
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

で
き
る
か
、
改
め
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　長
引
く
コ
ロ
ナ
感
染
症

に
つ
い
て
は
議
論
が
進
ん

で
お
り
、
ま
も
な
く
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
等
の
扱

い
と
な
る
の
で
は
な
い
か

と
想
像
す
る
。
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
を
想
定
し
、
教

育
、
医
療
、
福
祉
等
々
を

多
岐
に
渡
っ
て
検
討
し
な

が
ら
施
策
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
、
特
に

経
済
へ
の
対
策
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
町
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
経
済

対
策
を
講
じ
て
き
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
事

業
者
へ
の
経
済
支
援
対
策

と
し
て
、
物
価
高
騰
等
対

策
支
援
事
業
を
提
案
し

た
。
県
の
事
業
に
上
乗
せ

す
る
か
た
ち
で
、
町
内
の

法
人
、
個
人
事
業
者
を
支

援
す
る
。

　
観
光
面
に
お
い
て
は
、

両
町
が
連
携
し
小
豆
島
が

一
体
と
な
っ
て
、
観
光
客

に
選
ば
れ
る
観
光
地
を
目

指
す
ほ
か
、
官
民
連
携
し

て
観
光
客
の
受
け
入
れ
態

勢
を
整
え
る
。

　
地
域
雇
用
に
お
い
て

は
、
「
地
域
雇
用
活
性
化

推
進
事
業
」
に
よ
り
、
企

業
と
連
携
し
な
が
ら
雇
用

を
生
み
出
す
こ
と
で
、
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
く
。

　経
済
対
策
に
取
り
組
む

う
え
で
、
土
庄
町
中
小
企

業
振
興
基
本
条
例
の
目
的

を
再
認
識
し
、
関
係
機
関

と
の
連
携
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
地
域
の
活
性
化
と
、
疲

弊
し
た
経
済
を
取
り
戻
す

た
め
に
は
、
こ
の
条
例
の

目
的
を
再
認
識
し
、
先
進

地
の
事
例
の
調
査
や
、
中

小
企
業
同
友
会
、
商
工

会
、
香
川
県
産
業
支
援
財

団
、
金
融
機
関
、
小
豆
島

町
と
も
連
携
し
な
が
ら
企

業
振
興
に
取
り
組
む
。

　観
光
産
業
に
お
い
て
、

町
の
宿
泊
施
設
が
減
少
し

て
い
る
。
高
付
加
価
値
事

業
も
活
用
し
て
民
泊
の
促

進
を
考
え
て
ほ
し
い
。

歩行者(子ども)の
　　　安全確保の取り組み

問

問

問

答
教
育
総
務
課
長

答
商
工
観
光
課
長

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
へ
の
経
済
対
策

答

町
　長

一　般　質　問

濵野良一 議員
はま の りょういち

土庄こども園前

意

　
町
長
が
ど
の
よ
う
な
方

針
で
岡
野
色
を
打
ち
出
す

の
か
、
町
民
は
強
い
期
待

と
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
問
う
。

　
策
定
中
の
第
７
次
総
合

計
画
で
、
ど
の
よ
う
な
意

見
が
出
さ
れ
て
い
る
か
。

　
暮
ら
し
や
す
さ
や
、
地

方
創
生
に
関
す
る
意
見
が

多
い
。
住
み
や
す
く
魅
力

あ
る
町
で
あ
り
続
け
る
た

め
の
予
算
編
成
に
努
め

る
。

　
町
民
は
町
に
愛
着
は
あ

る
が
、
医
療
や
生
活
環
境

に
不
安
を
抱
い
て
い
る
。

社
会
活
動
団
体
・
福
祉
団

体
等
の
補
助
金
の
編
成
方

針
は
。

　
自
主
性
、
独
自
性
、
継

続
性
と
い
っ
た
観
点
や
地

域
へ
の
貢
献
度
な
ど
も
総

合
的
に
勘
案
し
、
適
切
に

対
応
し
て
い
く
。

　
町
の
た
め
に
社
会
活
動

を
頑
張
っ
て
い
る
方
々
の

意
欲
を
削
が
な
い
予
算
編

成
を
お
願
い
す
る
。
社
会

福
祉
活
動
拠
点
の
整
備

は
。

　
計
画
策
定
等
に
よ
る
議

論
を
踏
ま
え
る
と
と
も

に
、
関
係
団
体
や
利
用
者

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検

討
す
る
。

　
検
討
し
た
が
、
実
施
に

至
ら
な
か
っ
た
と
い
う
事

に
な
ら
な
い
よ
う
お
願
い

す
る
。

　
町
民
は
、
町
長
に
強
い

期
待
と
関
心
を
寄
せ
て
い

る
。
勇
気
を
持
っ
て
や
り

遂
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
地
方
財
政
が
困
窮
す
る

中
、
自
主
財
源
確
保
の
政

策
を
打
ち
出
す
べ
き
と
考

え
る
。
町
財
政
の
見
通
し

は
。

　
人
口
減
少
や
地
価
の
下
落

に
よ
り
町
税
及
び
そ
の
他
の

歳
入
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

財
政
調
整
基
金
も
令
和
８
年

度
に
向
け
て
減
少
見
込
み
。

　
新
た
な
自
主
財
源
確
保

の
政
策
は
あ
る
か
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

寄
附
金
収
入
は
年
々
増
加

傾
向
に
あ
り
、
新
た
に
旅

先
納
税
を
開
始
す
る
。
ま

た
、
未
利
用
の
町
有
地
の

有
効
活
用
を
目
指
し
て
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調

査
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

町
有
地
の
売
却
ま
た
は
貸

付
に
発
展
す
る
可
能
性
が

あ
る
。

　
島
外
者
任
せ
の
政
策
で

あ
り
、
確
実
性
と
持
続
性

に
乏
し
い
も
の
で
あ
る
。

　
提
案
と
し
て
、
住
民
参

加
型
公
募
地
方
債
を
発
行

し
、
住
民
の
求
め
る
施
策

を
住
民
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ

で
実
現
す
る
考
え
は
な
い

か
。
「
共
に
考
え
、
共
に

創
る
」
の
第
一
歩
で
は
な

い
か
。

　
金
融
商
品
性
に
お
い
て
優

位
性
が
低
下
し
て
い
る
。
借

入
利
率
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

公
的
資
金
を
活
用
し
て
い

る
。

　
町
民
が
大
変
苦
し
い
中
、

購
入
意
欲
が
あ
る
か
、
事
業

に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ

け
る
か
も
懸
念
さ
れ
る
。

　
こ
の
提
案
は
島
の
未
来

へ
の
投
資
の
提
案
で
あ
る
。

　
小
豆
島
町
と
共
同
で
行

い
、
救
急
艇
の
導
入
、
安

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育

て
ら
れ
る
産
科
医
・
小
児

科
医
確
保
の
基
金
等
、
島

民
の
共
通
し
た
問
題
解
決

の
た
め
な
ら
、
理
解
が
得

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

島
民
と
行
政
が
力
を
合
わ

せ
解
決
し
て
い
く
。
こ
の

提
案
を
「
絵
に
か
い
た
餅

に
す
る
の
か
、
10
年
先
の

祝
い
餅
に
す
る
の
か
」

は
、
わ
れ
わ
れ
の
責
任
で

あ
る
。

　
町
長
に
は
是
非
と
も
先

頭
に
立
っ
て
、
舵
取
り
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

三木俊明 議員
み き とし あき

一　般　質　問

勇気を持って岡野色を
　　　　　  新年度予算方針

問問

問

問 問

問

答
企
画
財
政
課
長

答
生
涯
学
習
課
長

答
企
画
財
政
課
長

答
企
画
財
政
課
長

答
企
画
財
政
課
長

答
健
康
福
祉
課
長

答

町
　長

意

意

自
主
財
源
確
保
は
官
民
協
働
で
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土
庄
、
小
豆
島
両
町
と

両
町
教
育
委
員
会
が
後
援

し
た
「
夢
み
る
小
学
校
」

が
11
月
サ
ン
オ
リ
ー
ブ
で

上
映
さ
れ
た
。
こ
の
学
校

は
「
宿
題
が
な
い
、
テ
ス

ト
が
な
い
、
先
生
が
い
な

い
」
な
ど
独
特
で
、
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
「
ま
ず
、
子

ど
も
を
幸
せ
に
し
よ
う
。

全
て
は
そ
の
あ
と
に
続

く
」
と
い
う
も
の
。
そ
の

学
校
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
で
あ
る
。

　
土
庄
町
に
も
移
住
者
は

少
な
く
な
い
が
、
移
住

後
、
島
を
離
れ
る
人
も
い

る
。
彼
ら
が
離
島
す
る
理

由
に
、
島
の
教
育
状
況
が

期
待
し
て
い
た
も
の
と
違

う
事
も
あ
る
と
聞
く
。

小
、
中
学
校
が
思
い
の
ほ

か
画
一
的
な
管
理
教
育

だ
っ
た
と
。
昨
今
の
世
知

辛
い
世
の
中
で
子
ど
も
の

世
界
も
難
し
い
問
題
が
多

い
。
こ
ん
な
時
代
に
島
環

境
を
活
か
し
、
ゆ
っ
た
り

し
た
人
間
力
を
育
む
島
な

ら
で
は
の
教
育
を
希
望
す

る
。

　　
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ

ン
グ
（
自
主
的
探
究
）
」

を
重
視
し
た
大
変
個
性
的

な
教
育
方
針
で
知
ら
れ
る

３
つ
の
学
校
の
取
材
を
通

じ
、
教
育
現
場
に
お
け
る

ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
を

紹
介
し
た
も
の
と
聞
く
。

土
庄
町
で
も
、
島
の
環
境

を
活
か
し
人
間
力
を
育
む

教
育
に
さ
ま
ざ
ま
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
子
供
の
成

長
を
加
味
し
、
島
で
し
か

で
き
な
い
教
育
を
目
指
し

て
い
る
。
例
え
ば
、
田
植

え
や
稲
刈
り
、
玉
ね
ぎ
収

穫
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
な

ど
全
学
年
に
わ
た
り
、
自

然
の
中
で
体
験
で
き
る
活

動
を
多
く
行
っ
て
い
る
。

宿
題
が
な
い
、
テ
ス
ト
が

な
い
等
の
教
育
方
針
は
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
り
、

町
で
は
採
用
す
る
予
定
は

な
い
。

　
ま
だ
道
路
拡
張
工
事
は

未
着
工
で
あ
る
。
福
祉
会

館
は
使
え
て
い
た
の
で

は
。
こ
の
事
業
計
画
は
妥

当
か
。

　
道
路
改
良
事
業
は
、
災

害
時
の
業
務
継
続
性
の
確

保
及
び
迅
速
か
つ
確
実
な

災
害
対
応
を
図
る
た
め
、

庁
舎
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
道

路
を
複
数
ル
ー
ト
確
保
す

る
も
の
で
あ
る
。
関
係
者

に
県
外
在
住
者
が
多
く
、

時
間
を
要
し
て
い
る
が
必

要
か
つ
妥
当
な
事
業
だ
。

　
い
つ
、
ど
ん
な
メ
ン

バ
ー
の
会
議
に
諮
っ
た
か
。

　
令
和
３
年
１
月
５
日
の

庁
内
会
議
で
決
定
。
メ
ン

バ
ー
は
、
当
時
の
三
枝
町

長
、
教
育
長
、
参
事
兼
企

画
課
長
、
総
務
課
長
、
健

康
福
祉
課
長
、
生
涯
学
習

課
長
の
６
名
。（※

役
職
等

は
当
時
）

　
異
論
は
。

　
そ
の
時
点
で
商
工
会
が

総
合
福
祉
会
館
に
移
転
す

る
と
い
う
結
論
と
な
っ
て

い
た
。

　
商
工
会
は
５
年
以
内
で

移
転
す
る
と
報
告
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
後
総
合
福

祉
会
館
は
。

　
５
年
を
め
ど
に
移
転
を

考
え
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
が
、
そ
の
時
点
で
考
え

る
。

　
早
く
商
工
会
に
移
転
し

て
も
ら
い
本
来
の
目
的
で

使
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

鈴木美香 議員
すず き み か

島環境を生かした学校づくり

問

答
教
育
総
務
課
長

一　般　質　問

意

問問

問問

答

建
設
課
長

答
生
涯
学
習
課
長

答
生
涯
学
習
課
長

答
生
涯
学
習
課
長

総
合
福
祉
会
館
へ
の

商
工
会
移
転
と
関
連
す
る
工
事

総合福祉会館

　
今
年
６
月
に
開
か
れ
た

教
育
民
生
常
任
委
員
会
に

お
い
て
、
「
学
校
給
食
無

料
化
に
む
け
た
取
り
組
み

を
推
進
す
る
よ
う
に
」
と

い
う
意
見
が
示
さ
れ
た
。

町
も
こ
れ
に
対
し
、
検
討

す
る
姿
勢
を
見
せ
た
が
、

そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

　
年
間
４
０
０
０
万
円
の

経
費
が
継
続
的
に
か
か
る

こ
と
。
ま
た
、
小
豆
島
町

の
実
施
理
由
の
１
つ
で
あ

る
「
未
収
金
に
係
る
業
務

負
担
」
が
、
本
町
で
は
発

生
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど

を
総
合
的
に
勘
案
し
た
結

果
、
現
段
階
で
は
実
施
し

な
い
考
え
だ
。

　
現
制
度
で
は
、
子
ど
も

が
多
い
家
庭
ほ
ど
、
給
食

費
の
世
帯
負
担
が
、
重
く

な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
子
ど
も
が
多
い
世
帯
ほ

ど
給
食
費
は
か
か
る
。

　
少
子
化
は
、
わ
が
町
に

と
っ
て
非
常
に
大
き
な
問

題
で
あ
り
、
そ
の
解
消
に

努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ

が
、
子
ど
も
が
多
い
世
帯

ほ
ど
負
担
が
重
く
な
る
現

制
度
は
、
改
善
し
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
ま

た
、
未
収
金
は
発
生
し
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
だ

が
、
集
金
に
係
る
業
務
負

担
そ
の
も
の
が
問
題
だ
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会
で

も
、
委
員
の
意
思
が
示
さ

れ
た
よ
う
に
、
何
も
し
な

い
の
で
は
な
く
少
し
で
も

前
進
さ
せ
る
べ
き
だ
。

　
そ
こ
で
提
案
と
し
て
、

ま
ず
２
人
目
以
降
の
子
ど

も
の
学
校
給
食
費
を
無
償

に
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て

は
ど
う
か
。
こ
れ
な
ら

ば
、
子
ど
も
の
多
い
世
帯

ほ
ど
負
担
が
重
く
な
る
問

題
は
解
消
で
き
る
。
財
政

調
整
基
金
（
貯
金
）
は
20

億
円
あ
り
、
財
源
は
あ

る
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
症
や
物
価

高
騰
で
苦
し
む
大
学
生
と

専
門
学
校
生
に
、一人
１
万

円
を
支
給
し
て
は
ど
う
か

と
い
う
提
案
を
し
て
い
た

が
、先
ほ
ど
小
川
議
員
の
質

問
の
際
に
、町
長
か
ら
支
給

を
実
施
す
る
旨
の
答
弁
が

あ
っ
た
。

　
支
給
方
法
に
つ
い
て
は
、

「
奨
学
金
を
受
け
て
い
る
人

だ
け
を
対
象
と
す
る
」と
い

う
コ
ロ
ナ
給
付
金
支
給
の

際
の
失
敗
を
繰
り
返
さ
な

い
こ
と
が
大
切
だ
。学
生
本

人
や
保
護
者
に
申
請
し
て

も
ら
い
、す
べ
て
の
学
生
等

に
支
給
で
き
る
体
制
を
整

え
る
こ
と
。住
民
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

を
受
け
止
め
、困
っ
て
い
る

住
民
の
所
に
、し
っ
か
り
と

支
援
が
届
く
方
法
で
実
施

す
る
べ
き
だ
。

　
令
和
２
年
に
実
施
し
た

給
付
金
に
つ
い
て
は
、
福

本
議
員
が
言
う
よ
う
な
対

象
と
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
実
施
方
法
に
つ
い
て

は
、
他
市
町
も
参
考
に
し

て
、
例
え
ば
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
募
す
る
と
か
、
広

報
で
周
知
す
る
な
ど
、
申

請
の
方
法
を
検
討
し
て
い

く
。

意

一　般　質　問

物価高騰支援策として、
　　大学生と専門学校生に
　　　　一人１万円の支給を

問

問

問

答
教
育
総
務
課
長

答
教
育
総
務
課
長

答
教
育
総
務
課
長

福本耕太 議員
ふく もと こう た

学
校
給
食
無
償
化
及
び

負
担
軽
減
に
む
け
た
取
り
組
み
を

そ
の
他
の
質
問

・旧
土
庄
高
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
、一刻
も
早
く

 

使
用
で
き
る
よ
う
整
備
を

・民
間
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
助
成
を

・土
庄
港
駐
車
場
の
無
料
化
及
び
値
下
げ
を
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土
庄
、
小
豆
島
両
町
と

両
町
教
育
委
員
会
が
後
援

し
た
「
夢
み
る
小
学
校
」

が
11
月
サ
ン
オ
リ
ー
ブ
で

上
映
さ
れ
た
。
こ
の
学
校

は
「
宿
題
が
な
い
、
テ
ス

ト
が
な
い
、
先
生
が
い
な

い
」
な
ど
独
特
で
、
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
「
ま
ず
、
子

ど
も
を
幸
せ
に
し
よ
う
。

全
て
は
そ
の
あ
と
に
続

く
」
と
い
う
も
の
。
そ
の

学
校
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
で
あ
る
。

　
土
庄
町
に
も
移
住
者
は

少
な
く
な
い
が
、
移
住

後
、
島
を
離
れ
る
人
も
い

る
。
彼
ら
が
離
島
す
る
理

由
に
、
島
の
教
育
状
況
が

期
待
し
て
い
た
も
の
と
違

う
事
も
あ
る
と
聞
く
。

小
、
中
学
校
が
思
い
の
ほ

か
画
一
的
な
管
理
教
育

だ
っ
た
と
。
昨
今
の
世
知

辛
い
世
の
中
で
子
ど
も
の

世
界
も
難
し
い
問
題
が
多

い
。
こ
ん
な
時
代
に
島
環

境
を
活
か
し
、
ゆ
っ
た
り

し
た
人
間
力
を
育
む
島
な

ら
で
は
の
教
育
を
希
望
す

る
。

　　
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ

ン
グ
（
自
主
的
探
究
）
」

を
重
視
し
た
大
変
個
性
的

な
教
育
方
針
で
知
ら
れ
る

３
つ
の
学
校
の
取
材
を
通

じ
、
教
育
現
場
に
お
け
る

ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
を

紹
介
し
た
も
の
と
聞
く
。

土
庄
町
で
も
、
島
の
環
境

を
活
か
し
人
間
力
を
育
む

教
育
に
さ
ま
ざ
ま
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
子
供
の
成

長
を
加
味
し
、
島
で
し
か

で
き
な
い
教
育
を
目
指
し

て
い
る
。
例
え
ば
、
田
植

え
や
稲
刈
り
、
玉
ね
ぎ
収

穫
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
な

ど
全
学
年
に
わ
た
り
、
自

然
の
中
で
体
験
で
き
る
活

動
を
多
く
行
っ
て
い
る
。

宿
題
が
な
い
、
テ
ス
ト
が

な
い
等
の
教
育
方
針
は
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
り
、

町
で
は
採
用
す
る
予
定
は

な
い
。

　
ま
だ
道
路
拡
張
工
事
は

未
着
工
で
あ
る
。
福
祉
会

館
は
使
え
て
い
た
の
で

は
。
こ
の
事
業
計
画
は
妥

当
か
。

　
道
路
改
良
事
業
は
、
災

害
時
の
業
務
継
続
性
の
確

保
及
び
迅
速
か
つ
確
実
な

災
害
対
応
を
図
る
た
め
、

庁
舎
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
道

路
を
複
数
ル
ー
ト
確
保
す

る
も
の
で
あ
る
。
関
係
者

に
県
外
在
住
者
が
多
く
、

時
間
を
要
し
て
い
る
が
必

要
か
つ
妥
当
な
事
業
だ
。

　
い
つ
、
ど
ん
な
メ
ン

バ
ー
の
会
議
に
諮
っ
た
か
。

　
令
和
３
年
１
月
５
日
の

庁
内
会
議
で
決
定
。
メ
ン

バ
ー
は
、
当
時
の
三
枝
町

長
、
教
育
長
、
参
事
兼
企

画
課
長
、
総
務
課
長
、
健

康
福
祉
課
長
、
生
涯
学
習

課
長
の
６
名
。（※

役
職
等

は
当
時
）

　
異
論
は
。

　
そ
の
時
点
で
商
工
会
が

総
合
福
祉
会
館
に
移
転
す

る
と
い
う
結
論
と
な
っ
て

い
た
。

　
商
工
会
は
５
年
以
内
で

移
転
す
る
と
報
告
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
後
総
合
福

祉
会
館
は
。

　
５
年
を
め
ど
に
移
転
を

考
え
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
が
、
そ
の
時
点
で
考
え

る
。

　
早
く
商
工
会
に
移
転
し

て
も
ら
い
本
来
の
目
的
で

使
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

鈴木美香 議員
すず き み か

島環境を生かした学校づくり

問

答
教
育
総
務
課
長

一　般　質　問

意

問問

問問

答

建
設
課
長

答
生
涯
学
習
課
長

答
生
涯
学
習
課
長

答
生
涯
学
習
課
長

総
合
福
祉
会
館
へ
の

商
工
会
移
転
と
関
連
す
る
工
事

総合福祉会館

　
今
年
６
月
に
開
か
れ
た

教
育
民
生
常
任
委
員
会
に

お
い
て
、
「
学
校
給
食
無

料
化
に
む
け
た
取
り
組
み

を
推
進
す
る
よ
う
に
」
と

い
う
意
見
が
示
さ
れ
た
。

町
も
こ
れ
に
対
し
、
検
討

す
る
姿
勢
を
見
せ
た
が
、

そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

　
年
間
４
０
０
０
万
円
の

経
費
が
継
続
的
に
か
か
る

こ
と
。
ま
た
、
小
豆
島
町

の
実
施
理
由
の
１
つ
で
あ

る
「
未
収
金
に
係
る
業
務

負
担
」
が
、
本
町
で
は
発

生
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど

を
総
合
的
に
勘
案
し
た
結

果
、
現
段
階
で
は
実
施
し

な
い
考
え
だ
。

　
現
制
度
で
は
、
子
ど
も

が
多
い
家
庭
ほ
ど
、
給
食

費
の
世
帯
負
担
が
、
重
く

な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
子
ど
も
が
多
い
世
帯
ほ

ど
給
食
費
は
か
か
る
。

　
少
子
化
は
、
わ
が
町
に

と
っ
て
非
常
に
大
き
な
問

題
で
あ
り
、
そ
の
解
消
に

努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ

が
、
子
ど
も
が
多
い
世
帯

ほ
ど
負
担
が
重
く
な
る
現

制
度
は
、
改
善
し
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
ま

た
、
未
収
金
は
発
生
し
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
だ

が
、
集
金
に
係
る
業
務
負

担
そ
の
も
の
が
問
題
だ
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会
で

も
、
委
員
の
意
思
が
示
さ

れ
た
よ
う
に
、
何
も
し
な

い
の
で
は
な
く
少
し
で
も

前
進
さ
せ
る
べ
き
だ
。

　
そ
こ
で
提
案
と
し
て
、

ま
ず
２
人
目
以
降
の
子
ど

も
の
学
校
給
食
費
を
無
償

に
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て

は
ど
う
か
。
こ
れ
な
ら

ば
、
子
ど
も
の
多
い
世
帯

ほ
ど
負
担
が
重
く
な
る
問

題
は
解
消
で
き
る
。
財
政

調
整
基
金
（
貯
金
）
は
20

億
円
あ
り
、
財
源
は
あ

る
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
症
や
物
価

高
騰
で
苦
し
む
大
学
生
と

専
門
学
校
生
に
、一人
１
万

円
を
支
給
し
て
は
ど
う
か

と
い
う
提
案
を
し
て
い
た

が
、先
ほ
ど
小
川
議
員
の
質

問
の
際
に
、町
長
か
ら
支
給

を
実
施
す
る
旨
の
答
弁
が

あ
っ
た
。

　
支
給
方
法
に
つ
い
て
は
、

「
奨
学
金
を
受
け
て
い
る
人

だ
け
を
対
象
と
す
る
」と
い

う
コ
ロ
ナ
給
付
金
支
給
の

際
の
失
敗
を
繰
り
返
さ
な

い
こ
と
が
大
切
だ
。学
生
本

人
や
保
護
者
に
申
請
し
て

も
ら
い
、す
べ
て
の
学
生
等

に
支
給
で
き
る
体
制
を
整

え
る
こ
と
。住
民
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

を
受
け
止
め
、困
っ
て
い
る

住
民
の
所
に
、し
っ
か
り
と

支
援
が
届
く
方
法
で
実
施

す
る
べ
き
だ
。

　
令
和
２
年
に
実
施
し
た

給
付
金
に
つ
い
て
は
、
福

本
議
員
が
言
う
よ
う
な
対

象
と
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
実
施
方
法
に
つ
い
て

は
、
他
市
町
も
参
考
に
し

て
、
例
え
ば
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
募
す
る
と
か
、
広

報
で
周
知
す
る
な
ど
、
申

請
の
方
法
を
検
討
し
て
い

く
。

意

一　般　質　問

物価高騰支援策として、
　　大学生と専門学校生に
　　　　一人１万円の支給を

問

問

問

答
教
育
総
務
課
長

答
教
育
総
務
課
長

答
教
育
総
務
課
長

福本耕太 議員
ふく もと こう た

学
校
給
食
無
償
化
及
び

負
担
軽
減
に
む
け
た
取
り
組
み
を

そ
の
他
の
質
問

・旧
土
庄
高
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
、一刻
も
早
く

 

使
用
で
き
る
よ
う
整
備
を

・民
間
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
助
成
を

・土
庄
港
駐
車
場
の
無
料
化
及
び
値
下
げ
を
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議会を傍聴して
みませんか？

次回定例会は３月上旬の
予定です。

　議会だよりについて、良い
点、悪い点など、皆さまのご意
見をお聞かせください。
FAX（0879）62-8303

場所：土庄町役場４階　議場
詳しくは議会事務局へ
☎（0879）62-7011

新
年
に
な
っ
て
も
、
ロ
シ
ア

の
侵
略
戦
争
は
、
罪
の
無
い
数

多
く
の
人
た
ち
の
尊
い
命
を
奪

い
続
け
て
い
ま
す
。
平
和
の
大

切
さ
が
身
に
染
み
入
り
ま
す
。

世
界
中
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス

ト
、
生
活
必
需
品
、
あ
ら
ゆ
る

も
の
の
価
格
の
高
騰
は
、
私
た

ち
の
生
活
を
脅
か
し
て
い
ま

す
。新

型
コ
ロ
ナ
の
感
染
の
流
行

も
止
ま
る
気
配
が
あ
り
ま
せ

ん
。
残
念
で
す
が
、
死
者
数
も

過
去
最
高
の
水
準
に
達
し
て
い

ま
す
。
日
本
政
府
は
も
と
よ

り
、
県
、
町
行
政
、
わ
れ
わ
れ

町
議
会
、
医
療
機
関
等
の
関
係

者
す
べ
て
が
よ
り
緊
密
に
連
携

し
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
命
と
暮

ら
し
を
守
る
た
め
に
全
力
を
尽

く
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ま
が
笑
顔
で
新
年
の
春

を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
心
か
ら

祈
念
い
た
し
ま
す
。

《
大
野
　一
行
　記
》

編
集
後
記

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長
　
　
濵
野
　
良
一

副
委
員
長
　
　木
場
　
隆
司

委
　
　
員
　
　
井
藤
　
茂
信

委
　
　
員
　
　
大
野
　
一
行

委
　
　
員
　
　
三
木
　
俊
明

委
　
　
員
　
　
福
本
　
耕
太

委
　
　
員
　
　
髙
橋
　
正
博

元気印元気印
まちのまちの

日程等は町ホームページ
で２月中旬頃に
お知らせします。

ヒアリング
ループマーク

Ｑ 

活
動
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
。

Ａ
　
平
成
13
年
に
小
豆
島

童
謡
音
楽
祭
が
開
催
さ
れ

た
際
に
寄
せ
ら
れ
た
、「
地

元
に
児
童
合
唱
団
を
」「
音

楽
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち

の
健
全
育
成
に
取
り
組
も

う
」と
い
う
声
に
応
え
て
結

成
さ
れ
ま
し
た
。旧
小
学
校

の
校
歌
を
未
来
の
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
歌
い
継
ぐ

こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
、

校
歌
と
童
謡
を
中
心
に

歌
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
団
員
数
は
。　
　

Ａ
　
高
橋
先
生
の
指
導
の

下
、３
歳
か
ら
18
歳
の
児
童

を
対
象
と
し
て
、現
在
、小

学
生
６
人
、高
校
生
２
人
の

計
８
人
の
団
員
が
在
籍
し

て
い
ま
す
。

　
以
前
は
も
っ
と
た
く
さ
ん

の
団
員
が
い
ま
し
た
が
、子

ど
も
の
数
の
減
少
な
ど
で
、

だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
り
ま

し
た
。

Ｑ
　
活
動
の
内
容
は
。

Ａ
　
普
段
は
月
に
２
回
程

度
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
発
表

前
に
は
毎
週
水
曜
日
に
練

習
し
て
い
ま
す
。発
表
の
場

と
し
て
、９
月
の
小
豆
島
童

謡
音
楽
祭
、12
月
の
土
庄
町

音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど

が
あ
り
ま
す
。た
だ
、そ
れ

ら
の
イ
ベ
ン
ト
も
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
中
止
が
相
次
ぎ
、約

２
年
間
、発
表
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
久
し
ぶ
り
に
皆
さ
ま
の

前
で
歌
う
こ
と
が
で
き
た

の
が
、令
和
４
年
６
月
に
開

催
さ
れ
た
し
ょ
う
ど
し
ま
フ

レ
ト
ピ
ア
フ
ェ
ア
で
す
。そ

こ
で
は
、閉
校
し
た
７
つ
の

小
学
校
の
校
歌
を
披
露
し

ま
し
た
。校
歌
は
す
ご
く
好

評
で
、来
場
者
の
方
々
に
は

た
い
へ
ん
喜
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

Ｑ
　
活
動
で
苦
労
し
て
い

る
こ
と
は
。

Ａ
　
前
述
の
よ
う
に
、団
員

数
の
減
少
で
す
。団
員
が
多

け
れ
ば
、色
々
な
合
唱
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
　
今
後
の
目
標
は
。

Ａ
　
２
月
11
日
に
高
松
の

レ
ク
ザ
ム
ホ
ー
ル（
香
川
県

県
民
ホ
ー
ル
）で
開
催
さ
れ

る「
香
川
ジ
ュ
ニ
ア
コ
ー
ラ

ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
ヴ
ァ
ル
２
０

２
３
」に
出
演
し
ま
す
。コ
ロ

ナ
対
策
と
し
て
無
観
客
で

の
開
催
と
な
り
ま
す
が
、後

日
に
動
画
配
信
さ
れ
る
と

の
こ
と
で
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
団
員
は
少
な
い
で
す
が
、

み
ん
な
歌
う
こ
と
が
好
き

で
、一生
懸
命
に
楽
し
く
歌
っ

て
い
ま
す
。イ
ベ
ン
ト
に
も

も
っ
と
参
加
し
た
い
で
す
の

で
、出
演
依
頼
、ま
た
、入
団

し
て
み
た
い
と
い
う
方
は

ぜ
ひ
お
気
軽
に
中
央
公
民

館
ま
で
お
声
が
け
く
だ
さ

い
。

　
子
ど
も
た
ち
の
歌
声

を
聴
い
て
い
る
と
、元
気

を
も
ら
え
ま
し
た
。閉
校

し
た
学
校
の
校
歌
が
歌

わ
れ
て
い
る
の
を
聞
く
機

会
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ

ん
。校
歌
を
未
来
へ
継
い

で
く
れ
る
の
は
、素
晴
ら

し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。ず
っ
と
続
い
て
い
く

よ
う
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

今回は、小学校校歌や童謡を中心とした合唱で活動している
「オリーブの島児童合唱団」にお話しをお伺いしました。

オリーブの島児童合唱団


